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ピアが『ハムレッリにおいて“Tothine own self be true， And it must follow:ラ



















といったメッセージを書き残し，ピッチを去った(中田， 2006) 0 
そしてまた，色々な商品や作品の宣伝文句に「自分らししリという
葉が用いられている。例えば，“「自分らしさ jが漂う香水を探す。(コス







また， 1990年の 183万人から 2001年には 417万人にまで増加したフ
リーター3(内閣府， 2003)を論じるマスメディアにおける言説 (Acrossラ





3 内問府 (2003) は f働く意志はあっても正社員としての織を得ていない若年j と
して広く定義している。











































ども出版されている。さらに，平成 12年度の女性週間のテーマは“ 21 
世紀に向けて 自分らしい生き方ができる社会を創ろう"であった(厚
生労働省， 2000)。そして，学校教育や生涯学習の理念(日本経済新開











0-1イラ Figure0-ト2)。最近でも) 2006年 9月 12S号の SPA!で“ありの
ままの自分でいたい症候群"という特集記事が組まれている。これらの
記事・書籍は，占いや心理テストによって「本当の自分がわかる!Jと






























92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 
西暦年
Fi忠rre(ト1-1 雑誌記事における「自分j への注毘 a)b) 
(データベース:大宅壮一文庫)
a) 2∞6年度はほから8月分である。


















90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 
西麿年
Fi忠自らト2 書籍における「自分Jへの注目 a)b) 
(データベース:AMAZON) 
a) 2006年度は1月から8]3分である。
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れるのかについて触れ，次に Gecas(1991， 2000， 2001) のレビューに
郎って本来感が問題とされた先行研究を確認する。さらに，心理臨床場












まとも。あたりまえ。J とある。また，大辞泉 (1998) を見ると) r 1{為
りや見せかけでなく，実際にそうであること。また，そのさま。ほんと。
~2 本物であること。正しい姿であること。 ~3 本来の筋道であること。
もともとの状態であること。また，そのさま。本途。 4 (i本当にJの形
で)はなはだしいこと，また心からそう思ったり感じたりしている気持

































































「本当 jや「らしさ jの意味を持つ言葉は，“Realヘ“True"，"Genuine"， 
μAuthentic"などが考えられる。リーダーズ英和辞典第 2版 (1999)にお








Tableトト1 i本当Jや「らしさJに棺当すると思われる英語の意味 a) 
real la真の，本物の，本当の (genuine) ; 偽りのない，心からの (sincぽe) ; 全くの，
b<収入・賃金などが>実質的な，事実上の
2a実在する，現実の，実際の; 客観的な
汀ue la真実の，まことの，真の 3 本当の，事実どおりの






























いられており この言葉のみで， r自己の本当さ・本来性j を意味するも
のとして用いられている D これは，そうした研究論文がいわゆる「自己j
を研究するものであることが自明であるからなのだと考えられる。わざ
わざ Authenticityに自己(Self) を付け加えなくとも， r自己についての
Authenticity Jであることが研究の文脈から自明の前提として了解されて
いるからである。本研究もこの慣例に倣って，“Senseof Self-Authenticity" 











た理由は，第 lに心理療法事典 (1999)や心理臨床大事典(1992) にお
いて，“Authenticity"が「本来性J と訳されていること，哲学領域にお



































では，本来感 (Senseof Authenticity) という言葉の中の f感 (Sense)J 
とは何であろうか。この点について僅かながら触れているのは， Gecas 
(1991 )である。 Gecas(1991) は， r認知j というよりも「感覚j とし
て本来感を捉えており，前概念的(preconception) なものであると表現


























た文献は) ~r 自己 J の心理学j (榎本) 1998) と『自己の社会心理j(安
藤・押見， 1998)である。





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Gecas (1991， 2000， 2001)は，これまでの心理学と社会学における自
2 原典は James(l892)である。




















そして， Gecas (1991) は， Authenticityへの動機づけを理論的に扱っ
た先行知見として， Antonovsky (1979)， Turner (1976， 1987)， Weigerd 
(1988)， Leckey(1945) ， Epstein(1980)， Markus(1977) ， Frankl(1939/1963) ， 












である。また， Turner (1976， 1987) は，人がどのような状況において
自分らしさを感じるのかという文脈 (contextof authenticity) について論
じており，その文脈には大きく 2つあることを指摘している。そのひと
つは，社会的な役割を遂行することによって自分らしさを感じるという
制度的な文脈 (performanceof institutional roles) であり，もうひとつは






( 1966) とSeemnan(1983) を挙げている。 Sartle(1960) は自己疎外の



























(Association for Humanistic Psychology)の縞領 (missionstatement)にお
いて，人間性心理学会が基礎とする 4つの原則の内のひとつとして
‘authenticity and trust in human relationships" が含まれ
(http://www.ahpweb.org/aboutahp/visionsaims.html) ，この学会が公刊する
Journal of Humanistic Psychology が扱う研究トピックの筆頭に
‘Authenticity "が掲げられている点でも明らかである
( http://www. ahpweb.org/pub/journal/menu.html)。この人間性心理学の最
も中心的な研究者として， C. R ロジャーズ(1902・1987) とA.H.マズ
26 轡第1章噂
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ロー (1908-1970) を挙げることができる(デカーヴアロー) 1994)0 
ロジャーズによって創始され発展された来談者中心療法において，本
来性は純粋性 (genuineness) や一致 (congruence) と向義の概念とされ
ている。そして，本来性は f非搾取的な対人関係において自由で深く自
分自身でいられる能力J(Truax & Carkhuff， 1967)や 「セラピストがあ
りのままの自分でいられ，偽りのない非防衛的な態度でクライエントと
接することが出来る程度J(ウォルロンド=スキナー) 1999) と定義され






し1る (Truax& Carkhuffヲ 1967)0 




そして) F elt authenticity (感じらている自分の本当らしさ)は，十全に
機能した人間 (theful1y functioning person)の指標であると結論づけてい
る。なお，ここでは authenticityは「自己によって創始されていると現象
的に経験される行動 (behaviorthat is phenomenally experienced as being 















な行動であり それが伴わないような行動は「非本来的 (inauthentic)J 
な行動とされる。このようにして ジエンドリンは自身の心理療法理論
において Authenticityの体験的基盤を描き出している40





























































そのような流れから， Handbook of Positive Psychology (Snyder & Lopez ， 
2002)や，ポジティブな資質をまとめた Characterstrength and virtues: a 
handbook and classification (Peterson & Seligman， 2004) において




























































の段階では拒絶への恐怖 (Downeyet al.，1998) という要因が，その段階
の本来性を損ねるものとして関係していることが示唆されている。そし











well田beingについての新しい見解と本来惑 Waterman (1990ヲ 1993) は，
Happinessには哲学的に二つの意味があるとして，これを Feelingsof 












Ryan & Deci (2001)は， well園beingに関する研究をレビューしており，
Waterman と同様に，これまで心理学で提示されてきた well-beingが







また， McGregor & Little (1998) は，拘うつ，ストレス反応，人生満




McGregorらは，この 2種類の wellωbeingと自己感覚との関連を personal
project analysisの手法を用いて検討している o Personal project analysisと
は，被調査者がこれから行おうと考えている予定や計画を自由記述させ，
それを分析するものである。そして，被調査者が自身の projectに対して








で実証的に示したのは， Carol. Ryffによる一連の研究である CClarkeラ
Marshallヲ Ryffラ&Wheaton， 2001; Keyesヲ Shmotkinラ&Ryffラ 2002;Ruiniラ
OttoliniラRafanelliラTossaniラRyffラ&Favaラ2003;Ryff， 1989; Schmutte & Ryffラ
1997) 0 Watermanの用語で言えば Feelings of personal expressiveness ， Deci 
& Ryan (2000)の用語で言えば eudaimonicwell・being，McGregor & Little 
( 1998) の用語で言えば Meaningに当たる well-beingを， Ryff (1989) 












以上の先行研究に基づき，伊藤・小玉 (2005) は心理的 well-beingと
主観的幸福感に対して，本来感がどのような影響を与えているのかを検






















ネガティブさ j と， Iストレス反応j である。前者についてはすでに{研
究 2]で， [研究 7]において，その指標に注目する意義を述べるととも
に，実証的な検討を試みる。
6 なお，この自律性への影響に関するさらなる議論は，第 4章第 2節で論じる。
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究はほとんどなされていない (Harter，2002; Kernisラ 2003;Sheldon & 














が 4つある (Harter，Watersラ&Whitesellヲ 1997;伊藤・小玉， 2005; Kernisヲ
2003; Sheldon et al.， 1997)。そしてまた，本来性と同義とされる「一致
(congruence) J (Truax & Carkhuffラ 1967ラp.335)を自己不一致理論(Higgins，
Klein， & Strauman， 1985) に従って測定する試みがある。以下，それらを
概観し，本研究の実証的検討で採用する最適な尺度を選定する。








































では，本来性を直接的に測定するという Harteret al. (1997) を見てみ




の意見を言えること j を測定する Voice尺度を) authenticityを測定する
尺度として位置づけている (Harter，2002)。しかしながら，その根拠と
なる自由記述調査の結果が明示されていないことや 同様の自由記述調
査を行った Turner& Billings (1991)の結果では，本来性が発揮される行
動には多様な種類があることが示唆されている 80 したがって) r自分を
言語的に表現できること Jという特定の行動にのみ限定して本来性を定
義し，尺度化している Harter (2002) の見解には疑問が残る。
また) Sheldon et al. (1997) は大学生を対象として) i学生としての自
分J， i家族の一員としての自分j， i労働しているときの自分J) i友人と































Table 1-1-2 Sheldon et al. (1997) の社会的役割における本来感を測定する尺度 a)1 
私のこの局面は，私が誰であるかということに中核的なものと感じる
1 experien∞this aspect of myself as an authentic part of who 1 am. 
私のこの局面は，意味があって価値あるものである
This aspect of myself is meaningお1and valuable to me. 
こうしていることを私は自由に選択できる
1 have freely chosen this way ofbeing. 
こうしていなければならないから，そうしているだけだ*
1 am only也isway because 1 have to be. 
生活のこの部分では，私は緊張とプレッシャーを感じる*








For better or for worse， 1 am aware of who truly 1 am 
自分がいつ，本当の自分でないのかに気づいている
1 am aware of when 1 am not being 百万 truese江
自分の暗い考えや感情に気づいている
1 amaware of江1)'darkest thoughts and feelings. 
バイアスのない処理 (unbiasedprocessing) 
失敗していないように見せかけることは簡単なことだ犬
1 find it easy to pretend 1 donラthave faults. 
自分の暗い考えや感情は無視したし汁
1 prefer to ignore rザdarkestthoughts and feelings. 
自分の限界や短所を客観的に考えることが全体的にはできる
a) b) 
1 generally am capable of objectively considering l1l)' limitations and shortcomings. 
行動 (behavior)
びりびりしているときには，よく笑う大
When 1 am nervo凶 1smile a 101. 
本当の自分でない他の何かのふりをすることは簡単なことだ大
1 find it easy to pretend to be something other than立ちrtrue self. 
他の人が自分をみるとき， rうそのj顔をするようなことはしない
1 rarely江everput on aιfalse' face for others to see. 
関係(relational) 
人との関係、における自分の開放性や誠実性は，関係、の発展に必要不可欠なものだ
Myorにnnessand honesty in relationships are essential for their developrn訂正
私がこころの内にしまっていることを他人が知ったら，驚きショックを受けるだろう会
Some people would be shocked or sぽprised江theydiscovered what 1 keep inside me. 
全体的に，人に本当の自分を理解してもらうことは大切なことだ
















としては， i読書をしているとき jや「スポーツをしているとき jのよう
に個人によってその活動内容が異なっていたが，それらの活動はおそら











9 第 3章第 l節において取りあげる。
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Table トト4大学生が抱く f本当の自分jのイメージ(伊藤 2004) a) 
回答内容 回零繋 % 
外界に左右されない自分 16 15 
ありとあらゆる自分 19 13 
ありのままで取り繕わない自分 15 13 
自分が感じ考えるままに行動できる自分 12 11 
本音で，率直に表現する自分 10 10 
わからない 9 9 
自襟に向かつて，前向きな自分 8 8 
ひとりでいるときの自分 7 7 
やりたいことをやる自分 7 7 
自分なりの信念・価値観をもっている 6 6 
人に見せない部分 5 5 
ない 4 4 
内省している自分 10 4 
社会・文化的なものをのぞいた自分 5 4 
理想、とする自分 6 2 
本能を出している自分 3 2 






























よって，伊藤・小玉 (2005)の本来感尺度は， Harter (2002)や Sheldon
et al. (1997) の尺度が苧んでいる問題点を克服している。また，この尺
度の各項目はすべて正規分布し， 4 ヶ月の期間をおいた検査一再検査問





























近年の心理学における Identityの語湾 近年， Identityという概念は，大
きく 2通りの意味で使用されていると考えられる。ひとつはエリクソン





















理論的異同 Eriksonの瀬成発達理論における Identityと Authenticity















































































ことが報告されてきた(伊藤， 1994; Heatherton & Wylandヲ2003)。例え
ば， 自尊感情は身体的・精神的健康 (Taylor& Brown， 1988)，そして，












りする (Tennen& A狂leck，1993) これらのように，高い自尊感情が必ず
しも心理的な益をもたらすとは言えないことが徐々に認識されつつある。
るj という積極的なニュアンスがあるのとは対照して， Feeling of Self.ωworth (自己









(Fragile Self-Esteem) と呼んでいる。そして， Kernisは高い自尊感情を
質的に区分する 4つの観点を整理した。第 lの観点は， I坊衛的で高い自
尊感情 (DefensiveHigh Self-Esteem)と純粋で高い自尊感情 (GenuineHigh 



















定・不安定性という観点である (Kernis， 1993) 0 日々の生活のなかで，
一定の範囲で大きく変動することのない自尊感情を安定的な自尊感情
(Stable Self-Esteem) とし，大きく変動するものを不安定な自尊感情

























Rosenberg 区別なし / 従来からの自尊感楕
Kernis 適応樋不適応性 I(安全な自尊感構1(脆弱な自尊感構
Schneider & Turkat 社会的望ましさ 純粋な自尊惑構 防衛的な自尊感情
Greenwald & Banaji 意識か無意識か 1高い潜在的自尊感情1低い潜在的自尊感情



































































































廃させられると考えられるようになり，その気運は ErichFromm， Karen 


































































































































































































































































































































































究としては) r本当の自分 (TrueSelf) Jを刺激語として自由記述調査の







(Turner & Billingsヲ 1991;Turner & Gordon， 1981; Turner & Schutteラ 1981)。
Turner & Billings (1991) の結果を Table3・1・1に要約する。 Table3・1・1
にあるように)r本当の自分であるL r偽りの自分であるJと感じられる
社会的文脈は実に多様であることがわかる。これらを総じて， Turner & 








Table 3-1-1 Tumer & Billings (1991)の結果の要約 a)
~True selfてやある状況と， Spurious selfで、ある状況~
本当の自分 偽りの自分
キャスト
友達 24.5 11.8 
顔見知りのひと 19.6 39.4 
恋人や家族 16.6 15.5 
ひとり 14.9 4.5 
オケーション
カジュアル 29 14.9 
日常 18 19.4 
転機 13.8 4.5 
活動
会話 45.1 44.2 
レクリエー ション 16.9 13.8 
何らかの課題 11.8 8.2 
外的・内的な要求
言語的・身体的な挑戦 33 19 
自己表現したい 25 18 
内的なプレッシャー 22.3 12.4 
外的・内的な要求の遵守
外的要求に従っているとき 50 91 
外的要求に従っていないとき 46 8 
内的要求に従っているとき 86 41 
内的要求に従っていないとき 14 56 
その場の雰囲気(ambience)
同情・受容的 20.8 0.6 
開放的 14.9 3.4 
慣れている感じ 11.3 10.7 
休憩・休暇 10.1 l.1 
社会的に表面的 1.7 20.3 
気が合わない感じ 4.8 13.5 
敵意 3.1 7.6 
状況的役割
感情をポジティブに開示している 23.7 0.3 
助けている，ホストしている 14.6 0 
権利を主張している 9.9 0.3 
自己内省している 8.5 2.5 
いじめ・支配している 0.3 16.1 
感情を抑圧している 0.3 12.4 
優柔不断になっている 0.6 12.1 
同調して相手を喜ばせている 0.6 10.1 
気分
好奇心を駆りたてられている 36.6 45.4 
リラックスしている 13.1 0 
自信のある 10.5 0 
緊張している 0.3 16.1 
恥じている・墜落している 0.8 14.6 









伊藤 (2004) では) Turner & Billings (1991) の方法に倣い， 日本人
大学生を対象に「本当の自分でいるとき」と「本当の自分でいないとき j
についての自由記述調査が行われた。その結果を Table3-ト2に示す。
Table 3-1・2 にあるように，伊藤 (2004) においても大体は Turner& 
Billings (1991) と同様のカテゴリが認められた。
以上のように) r本当の自分 (Trueself) であるか そうでなし1か」と
いう実生活の状況は，いくらかは明らかとなっている。しかし， 日本語

















Table 3-1-2伊藤 (2004) における知見の要約 a)
~日本人大学生の「本当の自分Jでいるとき・いないとき~
回答内容 回答数 % 
本当の自分でいるとき
ひとりのとき 39 37 
親友・友人といるとき 28 28 
家族といるとき 20 19 
やりたいことをやっているとき 15 15 
いつも 15 13 
その他の趣味活動をしているとき 16 13 
没頭・集中しているとき 11 11 
気分がリラックスしているとき 15 10 
自己内省しているとき 10 10 
ねているとき 10 10 
本当の自分でいないとき
状況や人に合わせているとき 24 23 
あまり親しくない人といるとき 18 18 
やりたくないことをやっているとき 20 16 
他人といるとき 13 12 
集団の中にいるとき 11 10 











47歳に亘り(不明が 2名))その平均は 25.17土5.54歳であった。Table3-1-3 
に調査対象者の年齢構成を示す。性別としては，男性が 71名，女性が
121名，不明が 1名であった。社会的属性としては，大学生が 108名，




















年齢(歳) 度数 有効% 累積%
18 0.52 0.52 
19 13 6.81 7.33 
20 31 16.23 23.56 
21 15 7.85 31.41 
22 20 10.47 41.88 
23 10 5.24 47.12 
24 14 7.33 54.45 
25 15 7.85 62.30 
26 9 4.71 67.02 
27 1 5.76 72.77 
28 7 3.66 76.44 
29 3 1.57 78.01 
30 9 4.71 82.72 
31 10 5.24 87.96 
32 2 1.05 89.01 
33 5 2.62 91.62 
34 5 2.62 94.24 
35 2 1.05 95.29 
36 2 1.05 96.34 
37 2 1.05 97.38 
39 0.52 97.91 
42 0.52 98.43 
45 2 1.05 99.48 
































r É}が6L ぐ ll6J包でll t:;.~ll Jと感じる状況がいくつかあると患います。
支りような，あな左型自盆呈恒三位室二皇袋皇位三位玄白立感じる状況を教えてくだ主ど旦
自分の生活を振り返って，具体的に. たくさん患い出し，思い出したものから 6個ずつ記入して下さい。
自分が自分らしくいる と感じる時状況 ::自分が自分Lしく出ι と感じる時状況 : 
:I~ 
2. : I E.，
3;|C 
4. : i _CL 
5. : i~ 
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Table 3-1-4自分らしくあると感じる状況-KJ法終了時の91カテゴリから中カテゴリまで a)b) 
カテゴリレベル
:度数回答率 カァゴリレベル :度数回答率中 撞小 、 中 1 
塞盤といるとさ 43 スポーツをしているとき 25 
棄の自分で家族といるとき 14 7.3% 33スポーツ(楽しいから) 7 3.6~も
2 リラックスして家族といるとき 13 6.7% 34スポーツ(自分を成長させるから) 5 2.6号右
3 気を使わず家族といるとき 9 4.7% 35スポーツ(気分転換になるから) 4 2.1% 
4 子供といるとき 9 4.7% 36スポーツ(無心になるから) 4 2.1% 
37スポーツ(いつもやってるから) 3 1.6~も
EE達といるとき 93 38その他の理由でスポーツ 2 1.0~も
5 友人と話しているとき 30 15.5% 
友人と話しているとき 29 仕事をしているとさ 35 
友人に悩みを開いてもらっているとき 3 39達成感得られるから仕事 11 5.7% 
6 棄の自分で友達といるとき 26 13.5% 40好きだから仕事 7 3.6~も
7 リラックスして友達といるとき 13 6.7% 41 自分が活きるから仕事 7 3.6~も
リラックスして友達凸、るとき 10 42集中してるから仕事 4 2.1% 
安心して友遂とし、るとき 3 43その他で仕事 4 2.1% 
楽しく友達とし、るとき 2 44入に認められるから仕事 2 1.0~も
8 友人と何かを楽しむとき 14 7.3% 
友人と何かを楽しむとき 4 野きなことをしている状混 44 
友人と騒ぐとき 10 45主子きなことをしているとき 21 10.9~も
9 単に友達といるとき 6 3.1~も 46熱中して趣味いるとき 8 4.1与も
単に友達とし、るとき 4 47やりたいことをしているとき 7 3.6% 
普からの友達品、るとき 2 48趣味その他のとき 7 3.6% 
恋人といるとさ 28 zウとD:_7の諏味をそ楽fLむとき 51 
10恋人といるとき 22 11.4% 49旅行しているとき 11 5.7% 
11 恋しているとき 6 3.1% 50買い物しているとき 12 6.2% 
51 散歩しているとき 8 4.1<l令
温tl!1tJ江本関探を混ごし4て幻るとさ 38 52運転しているとき 7 3.6% 
12 人にポジティブな働きかけするとき 14 7.3% 53自然の中にいるとき 6 3.1 ~も
13対人関係上で幸せを感じるとき 11 5.7% 
14 人に必要とされるとき 8 4.1% ひと包で益五二~す盃とき 102 
15 人に甘えているとき 5 2.6% 54ひとりでいるとき 37 19.2% 
16 自分を表現しているとき 1 5.7% 55考えごとしているとき 18 9.3% 
自分を表現しているとき 7 56読書をしているとき 21 10.9% 
g己主張しているとき 4 57勉強しているとき 7 3.6% 
17 人に何かを教えるとき 6 3.1% 58テレビみてるとき 9 4.7% 
18 人と接しているとき 13 6.7% 59ひとりでお酒をのんでいるとき 5 2.6<l令
19 誰かと話しているとき 9 4.7% 60タバコ吸ってるとき 5 2.6% 
音量かと話しているとき
興味(関心)ある穏をしているとき 4 芸範的な趣味査楽しむとき 46 
20 人と酒を飲み交わしているとき 7 3.6% 61 音楽を聴いているとき 23 11.9% 
21 大切な人といるとき 5 2.6% 62音楽を演奏してるとき 11 5.7% 
22 自上の人と話すとき 0.5% 63 tJ作活動してるとき 7 3.6% 
23 人にほめられたとき 3 1.6% 64芸術系の活動してるとき 10 5.2% 
j白書がポジテ壬ブな状麗 53 日々の生活でのとtコマ 80 
24 ウキウキしているとき 15 7.8% 65食べているとき 17 8.8号色
笑ってるとき 7 66家にいるとき 16 8.3% 
うれしし、とき 5 67理ているとき 15 7.8~も
たのしいとき 3 68料理しているとき 11 5.7% 
25 感動して泣くとき 6 3.1% 69お風呂に入っているとき 8 4.1% 
26 1)ラックスしているとき 24 12.4% 70ベットと触れあったいるとき 5 2.6号色
リラックスしているとき 21 71 掃除しているとき 4 2.1% 
事事ちついているとき 4 72朝おきたとき 4 2.1% 
27前向きであるとき 5 2.6% 
28健康であるとき 2 1.0% イキイキと三ま~墓己 fLているとさ 37 
73物事をうまくやれているとき 9 4.7今b
自己最仁合立ているとさ 19 74自分のベースで暮らせているとき 8 4.1 ~も
29 自分の性格を反映した行動をしているとき 10 5.2% 76忙しいとき 6 3.1% 
30理想の自分に適っているとき 5 2.6% 77自己決定できているとき 5 2.6% 
31 好きな服を着ているとき 4 2.1% 78故郷に帰ったとき 3 1.6% 
32寵が出てしまっているとき 6 3.1% 
特定の状温杢示きない固さ 37 
79いつも 7 3.6% 
80 rらしさJなんてない 3 1.6% 
81ない 0.5% 


































Tab!e 3-1づ自分らしくないと感じる状況-KJ法終了時の73カテゴリから中カテゴリまで a)b) 






慣れない状沼 46 慣れない封λ関係 85 
1 普段の自分とは異なる状況のとき 19 9.8% 24初対面の人といるとき 20 10.4% 
2 横れていない仕事をしているとき 1 5.7% 25目上の人といるとき 13 6.7% 
3 横れない場所にいるとき 1 5.7今も 26知らない人といるとき 12 6.2~色
慣れない場所にいるとき 27嫌いな人といるとき 10 5.2% 
1号む、場所にいるとき 28苦手な人といるとき 9 4.7% 
買い物をしているとき 29気の合わない人といるとき 1 5.7号も
4 人から!まめられ過ぎているとき 2.6% 気の合わない人といるとき 10 
自分に関心がない人といるとき
騒なこと手そしているとき 46 30親しくない人と一緒にいるとき 8 4.1% 
5 やりたくないことをやっているとき 16 8.3% 
やりたくなし、ことをやっているとき 14 隻間でいる状況 48 
時間的に拘束されているとき 31飲み会のとき 11 5.7% 
6 嫌な仕事・勉強をしているとき 20 10.4% 32腐りに溶け込めないとき 10 5.2% 
嫌な仕事・勉強をしてしもとき 17 33大勢の集団にいるとき 9 4.7% 
単純作業をしているとき 3 34集団に自分を合わせているとき 8 4.1% 
7 何かを我撞しているとき 10 5.2% 集団に自分を合わせているとき
j窃りに合わせて騒いでいるとき
三三ま~いIJJないとさ 42 35満員電車の中にいるとき 4 2.1% 




ゲー ムをしているとき 社会的仁自分を御盤して的るとき 73 
9 いつもの生活ベースと違うとき 21 10.9ろも 37自分の意向を抑制しているとき 18 9.3% 
忙し過ぎるとき 14 38人!こ合わせているとき 41 21.2今色
時間に余泌があり過ぎるとき 人に合わせているとき 30 
愛想、笑いをしているとき 11 
ネガテ壬ブな感情状盤 70 39 EI己表現できないとき 8 4.1<?も
10マイナス思考のとき 14 7.3% S己表現できないとき
マイナス怠考のとき 10 素直に笑えなし、とき
消極的なとき 40人といて沈黙しているとき 6 3.1% 
11 落ち込んでいるとき 12 6.2% 
落ち込んでいるとき 10 社会的仁自分を装っているとき 38 
つらい状況のとき 41 嘘をつくとき 11 5.7%。
12イライラしているとき 9 4.7% 42仕事での役割に徹しているとき 10 5.2<?も
13無気力であるとき 9 4.7今色 43 EI分を良く見せようとしているとき 15 7.8% 
14焦っているとき 7 3.6% 5毒性に§分をよく見せようとしているとき
15緊張しているとき 6 3.1% 人に取り入っているとき
16無感情になっているとき 4 2.1% 人にいい印象を与えようとしているとき
17劣等感を感じているとき 7 3.6% 
劣等感を感じているとき 44人前でパフォーマンスしているとき 18 
人と8分を比べるとき
18思考力が低下しているとき 3 1.6% 親書寺な仁尾守のミ偶者といるとき 14 
45家族といるとき 6 3.1<?色
身体の議子が蕗いとき 2芝 46恋人といるとき 5 2.6% 
19体調が悪いとき 26 13.5% 47友達といるとき 3 1.6<?も
体慨が惑いとき 13 
元気がないとき ネガテ壬ブな主主主意識 22 
寝不足のとき 48対人的な罪悪惑を惑じたとき 13 6.7% 
疲れているとき 3 49他者の患を意識したとき 5 2.6% 
20朝起きたとき 3 1.6% 50人間関係に疲れているとき 4 2.1% 
ネガテ壬ブな湿本状況 27 14.0% 特定の状況を示さないBき 22 
21 怒りを出しているとき 17 8.8% 51なし 6 3.1今も
22不平不満を口にしているとき 5 2.6% 




















































































































































































































































































































































































































群のほうが「友人と何かを楽しむとき J(χ2=14.00， p<.OI)と， r芸術系
の活動をしているとき J(χ2=3.60， p<.10)を回答する傾向にあった。ま
た，本来感高群よりも本来感低群のほうが「人にポジティブな働きかけを




































Table 3-1-6本来感の高低でみた自分らしくあると感じる状況 a)b) 












































































































































































































39達成感樽られるから仕事 4 7 
40好きだから仕事 3 4 
41 自分が活きるから仕事 3 4 
42集中してるから仕事 o 4 
43その他で仕事 2 2 
























(χ2=8.89，p<.01)， iし、つもの生活ペースと違うとき J(χ2コ3.85，p<.05)， 




































































































































































































































































































を測定する尺度を開発した WatsonラClarkラ&Tellegen (1988)は， Journalof 














1.本来感 伊藤・小玉 (2005) の本来感尺度を用いた。








ルを検討した先行研究(平野， 2000;木ノ内， 1994;前上里・越山， 2003・
松浦， 2001 ;文部省高等教育局学生課， 2000;村松・近藤・岸・広田・
斉藤， 2002;武内， 2000;時友， 2000;治・吉田， 2001) を参考にして，
ライフスタイル尺度の項目が筆者によって 37項目用意された。それらの
項目は，大学院生 2名，大学 4年生 l名によって，大学生が日常的に行
う活動として網羅的に把握されうるのかについての内容的妥当性が検討
されたD その結果，項目の修正や削除・追加を施し，最終的に生活習慣・

















(Table 3・2ぺ， Table 3・2・2)。第 l因子は， i友達と遊びに出かけるん「友
達と喋ったり語らったりする jといった項白からなり Jd友人との時間共
有"と名付けたD 第 2因子は， i健康には気をつかう J，i栄養ノくランスを
考えて食事をとるj， i家事(炊事・洗濯・掃除など)に精を出すJ という 3









































































































i .81 1 .20 
.53 1 -.14 
"・08 11.04 

































































Table 3-2・3ライフスタイル因子の平均値と本来感 ポジ/ネガティブ感清との相関関係 a) b) c) 
平均値 i 本来感 :ポジティブ‘感'情:ネガティブ感情
t値 l


















規則正しい生活 5.84 6.77 3.77 * I .15 t ; い.20料
学業 6.00 6.59 2.66 * I .14 t 
自室でのくつろぎ 8.32 8.29 I ; .25料 .16t; .19本
a)太文字下線で示されている平均値は，他方の群の平均値よりも有意に高い値であることを示す。














ジティブ・ネガティブ感情との相関係数を算出した (Table3・2-3)0 Table 
3・2・3にあるように男性においては本来感と相関関係、にあった友人との
時間共有，健康維持活動が，ポジティブ感情とも正の相関関係にあった
(それぞれ) r =.42; r =.22ヲp<.Ol)。これは，ポジティブな感情をもたら
すような活動が 男性にとっては自分らしさの感覚(本来感)とつなが
ることを示唆する結果と言えよう。他方，女性においては，友人との時



































ったり語らったりする j や「サークルや部活をする j といった対人的・
113 轡第3意串
第2部実証的検討
Table 3-2-4男女における本来感，ポジ/ネガ感情，ライフスタイルの平均値と有意差検定結果 a)b) c) 
男性(165) 女性(114)
平均値 ( SD)平均値 ( SD) t値 自由度b) p11直
本来感 22.88 (4.88) 21.85 (4.87) 1.74 08 t 
ポジティブ感情 17.41 (4.49) 16.88 (3.48) 1.06 .29 
ネガティブ手麦f藍 15.79 (4.46) 15.68 (3.92) 0.21 .83 
生活のリズムはほぼ規則正しい 2.73 (1.21) 3.23 (1.23) 3.38 00 牢
睡眠時間を十分にとる 3.12 (l.22) 3.54 (1.19) 2.92 .00 牢
栄養バランスを考えて食事をとる 3.07 (1.17) 3.37 (l.19) 2.10 .04 串
お酒の飲み過ぎにならないように気をつける 3.80 (1.29) 4.14 (1.15) 2.26 .02牢
ジョギングや運動をする 3.81 (1.29) 3.03 (1.49) 4.58 219.20 .00 料
おやつはほどほどにしている 3.62 (1.14) 3.07 (1.20) 3.86 .00 牢
健康には気をつかう 3.83 (1.09) 3.75 (1.12) 0.57 .57 
裁と同居している* l.05 (0.22) 1.1 (0.32) 1.89 184.21 .06 t 
喫煙している*c) l.10 (0.30) l.00 (0.00) 4.20 16l.00 .00 本本
何本?牢 l.02 (3.71 ) 0.00 (0.00) 3.50 16l.00 .00傘*
街中へ出かける(ショッピングや映函館など) 3.08 (1.19) 3.23 (1.12) 1.01 .31 
勉強する 2.76 (1.08) 2.98 (0.96) l.79 .08 t 
友だちと遊びに出かける 3.29 (1.00) 3.45 (0.99) 1.29 .20 
パソコンでインターネットやメールをする 3.26 (1.31) 3.23 (1.34) 0.20 .84 
友だちと喋ったり語らったりする 3.97 (0.83) 4.30 (0.76) 3.36 .00 牢
日記を書く l.81 (1.27) 2.90 (1.50) 6.38 215.37 .00 *牢
サークルや部活動をする 3.95 (1.45) 4.05 (1.36) 0.62 .53 
部屋で好きなこと(読蓄や音楽鑑賞など)をする 4.30 (0.84) 4.22 (0.86) 0.75 .45 
ひとりで考え事をする 4.02 (0.90) 4.07 (1.01 ) 0.45 .65 
恋人と時間を過ごす 2.05 (1.42) 2.68 (1.72) 3.22 211. 96 .00 牢
実家へ帰る事 2.48 (1.20) 2.71 (1.27) l.50 .13 
講義や課題にまじめに取り組む 3.24 (1.13) 3.61 (0.96) 2.89 266.04 .00 
アルバイトをする 2.84 (1.58) 2.68 (1.62) 0.86 .39 牢
テレビやビデオを見る 3.90 (1.1 ) 3.76 (1.29) 0.94 218.65 .35 
テレピゲームやノミソコンゲームをする 2.78 (1.47) l.99 (1.24) 4.80 266.08 .00 料
ボランティア活動に参加する l.74 (l.17) 2.04 (1.26) 2.01 .05 t 
家事(炊事・洗濯・掃徐なのに精を出す 3.13 (l.18) 3.71 (1.06) 4.27 258.06 .00 料
散歩に出かける 2.42 (1.24) 2.67 (1.19) l.67 10 
のみ会などでみんなと騒ぐ 2.95 (1.24) 3.17 (1.20) 1.48 14 
携帯電話でメールなどをする 3.78 (l.13) 4.29 (0.82) 4.35 276.45 .00 料










男性女性 p値!男性 女性 1男性 女性;男性 女性
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や Turner& Billings (1991) のおいても， r本当の自分でいるj と感じ
られる状況の多くは対入場面に関するものであった。そして，伊藤(2004) 













































































調査対象者 茨城県の国立大学 287名(男 167名，女 120名，平均年齢
19.25土0.82歳)を調査対象者とした。








































あてはまる えばA え!ま8 とあてはまる
1{~ まわりの人の意見に合わせる
B:自分の意見を主張する A a b B 
{~個性を発揮する21 ~協観性を尊重する A a b B 
3{~ まわ抑人の期待にそう則自分の考え方を合わせることが多い
B 自分の考え方は，まわりの人に批判されても，簡単には変わらないことが多い A a b B 
4{~ 自分の気持ちに正直な態度をとる
まわりの人に合わせた態度をとる A a b B 
5{~ 似うに山まわ似から期待された役割保せるかを第1 に考えを
B どのようにしたら，自分の能力を生かせるかを，第1に考える A a b B 
6{~ まわりの人の反対を受けても 自分の望むことは実行する
B:まわりの人の反対を受ければ，自分の望むことは抑える A a b B 
7{~ まわりの人の反対を受向 島分の志は貫くことが多い
B:まわりの反対を受ければ，自分の志をあきらめることが多い
A a b B 
8{~ まわりの人が望むことよりは，自分らしさを発揮する
.まわりの人が自分に望むことをする A 
a b B 
Figure 3-3・1 本研究で用いられた文化的自己観の優勢度を測定する尺度(木内， 1995) 
123 構第3章構
第2部実証的検討







































































































































ていたが， Harter (2002) によって人間が自分らしくいられている状態














間.26付 j-.26** 自己閉鎖的関係 』‘
---p' 
本来感
他者ケア的関係 .06 j .12 t 事惨











































































































































































































































































Table 4・1-2本来感高群・低群における自己形成経験 a) b) 
本来感
回答者数回答率高い人低い人 χ2値
部活 73 (.31) 45 28 3.95* 
スポーツ 50 (.21) 27 23 n.S. 
学校生活 39 (.16) 20 19 n.S. 
受験・受験勉強 38 (.16) 13 25 3.78t 
友人とのかかわり 36 (.15) 19 17 n.S. 
習い事 33 (.14) 20 13 n.S. 
恋愛 27 (.1 ) 13 14 n.s. 
勉学 27 (.1 ) 13 14 n.s. 
親しい人の不幸 24 (.10) 1 13 n.S. 
家族親戚とのかかわり 23 (.10) 15 8 n.S. 
大学入学 20 (.08) 1 9 n.S. 
誠意を持って人と関わったこと 20 (.08) 12 8 n.s. 
サー クノレ 18 (.08) 13 5 
引越し 16 (.07) 9 7 n.s. 
読書 16 (.07) 9 7 n.S. 
人との出会い 16 (.07) 7 9 n.s. 
対人関係上のトラブ、ノレ 15 (.06) 7 8 n.S. 
恩師・先生との出会い 12 (.05) 6 6 
いじめ 1 (.05) 6 5 
ボランティア 1 (.05) 6 5 
浪人生活 10 (.04) 7 3 
生きてきた全て 9 (.04) 4 5 
海外生活 8 (.03) 5 3 
困難なときに頑張ったこと 7 (.03) 4 3 
生活習慣 7 (.03) 4 3 
部活などでの好成績 6 (.03) 5 
けが災害 6 (.03) 5 
親の教育方針 6 (.03) 5 
進路の自己決定 5 (.02) 3 2 
自分について考えること 5 (.02) 3 2 
人に心を開かなかったこと 4 (.02) 3 
旅 4 (.02) 2 2 
親の離婚 4 (.02) 2 2 
アノレノミイト 4 (.02) 3 
挫折 3 (.01) 2 
飲み会 3 (.01) 3 。
好きなことをやってきたこと 3 (.01) 2 
性格を変えたこと 2 (.01) 2 。
分類不能 25 (.1 ) 19 6 6.76** 
特になし 36 (.15) 26 10 7.11 ** 


























































































その人となるJ という意味合いが特徴的である(滝沢ラ 1994) ため，単
なる「発達」や f人格形成」というよりも， i自己の成長Jや「自己形成J
という言葉で取り上げられ，個人の主体性を重んじる研究者によって検
討されてきた(例えば Bauer & McAdams. 2004: Brandtstadter & 


















感情促進を呂的とした米国の公的な取り組み (CaliforniaTask F orce to 
Promote Self-esteem and Personal and Social Responsibilityラ1990;Mecca， 








(BaumeisterラCampbellラKruegerラ Vohsラ2003;Crokcer & Park， 2004)。これ
を支持する代表的な知見としては，高い自尊感情の不適応的な様相を示
したいくつかの実証的な研究 (Baumeister， Heatherton， & Tic民 1993な
ど)が挙げられる D また最近では，教育実践についての哲学的な論考に
おいても，自尊感情の育成に関して慎重的な見解がみられる(例えば，





















理論が幾っか提示されている (Baumeisteret alラ 2003;Cigman， 2004; 
Crocker & Parkラ2004;梶田ラ 1984;Kernisヲ2003a;佐藤， 2001など)が，以
上の点を解釈するに当たって， Deci & Ryan (1995)， Ryan & Deci (2004) 
の考えが最も有効であると思われる D





































































伊藤・小玉 (2005) の本来感尺度を用いた。 7項目， 5件法である。
2. EJ己価値の随伴性 Paradise& Kernis (1999)の ContingentSelf-Esteem 
Scaleを作者らの許可を得て，林・鈴木(1986)を参考に以下の手)1震で邦













を測定する (Kernisラ2003a; PatrickラNeighborsラ&Kneeラ2004) 30 全 15項
白からなり，本来感尺度と向じ選択肢の 5件法である。




小玉 (2005) と同様に項目番号 8rもっと自分自身を尊敬できるように
なりたしリを徐いた項目の合計得点を自尊感情得点とした。
4. 自律性伊藤・小玉 (2005) と向様に， Ryff (1989) の Psychological
Well-being Scaleを基にして作成された心理的well-being尺度(西田ラ2000)
に含まれる自律性尺度を用いた。8項目からなり， 6件法で評定を求めた。


























































もある j といった 5項目からなり， 5件法である(小塩ラ 2001)。公的自
己意識は f自分のふるまいが場違いでなし1かと気になることがあるJや
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(Deci & Ryan， 1995; Kernisラ2003a)負の相関関係にあることは妥当な結
果と思われる。同様に，自尊感情と自己価値の随伴性の問の負の相関関
係も，それが自尊感情の中の本当の自尊感情の成分(ここでは本来感の
































































































る (Kernisラ2003b;Patrick et al.ラ 2004)であろうが，それ以前の発達段階
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場 (HayesラHarrisラ&Carverラ2004)である o Deci &Ryan (1995)や Kernis
(2003a)の立場は，自尊感情が随伴性のものか否かという量的程度(随
伴性自尊感情， Contingent self-esteem) を問題としているのに対し，
Crocker (2002)や Hayeset al. (2004)はどのような対象(自尊感情の随













& Ryan (1995) に依って立つ視点は有効であると考えられる。
一方で，後者の侶人内アプローチは，傍人の行動・情緒・動機づけな
どの特徴をより多面的に明らかにすることにおいては，個人間アプロー
チよりも有用である(Baumeisterラ etal.， 2003; Crokcer & Wolfラ 2001・

































究を展開してきたのは， J ennifer Crockerら (Crocker& Wolfeラ 2001;
Crocke~ 2002; Crockerラ Sommersヲ&Luhtanenラ 2002;Crockerラ&Luhtanen 
2003; CrockerラKarpinski，Quinn， & Chaseラ2003;Crocker， LuhtanenラCooperラ
& Bouvretteラ2003)である。 Crockeret al. (2003) は，自尊感情が随伴す
る7領域を同定し，その槌伴性を測定する尺度 (Contingenciesof 








Table 4・3・1・1PhD.CrockerのContingenciesof Se匹、lorthScale a) 
他人が自分をどう思おうが気にしない
1 don't care what other p∞ple think of me. >1< 
他人が私のことをど、う患っているのかは，私自身が私をどう思うかiこ影響を一切与えない
What others thi出 ofme has no effect on what 1 think about myself. >1< 
泊まからの'iA他人が私のことを悪く思っていたとしても気にしないEのthers
approvaIJ I don't carelfother p∞ple have a negative opinion about meホ
私の自尊心は他者が私をどう見ているのかに依存している
Myselιesteem depends on the opinions others hold of me. 
他者に尊敬されないと、自分自身を尊敬できない
1 can't resp巴ctmyself if others don't respect me 
私の自尊心は，自分を魅力的かどうか感じることとは関係ない(依存していない
My self-esteem does not depend on whether or not 1 fi田 1attractive. >1< 
私の自尊心は，私の顔や顔の特徴がどれだけ魅力的だと自分が考えるのかによって影響される
My self-esteem is iru1uenced by how attractive 1 think my face or facial features are. 
がA 私の自己髄値の感覚は，外見がよくなし、と私が考える時にはいっても損なわれる
(Appearl1lJce) My sense of self嗣worthsuffers whenever 1 think 1 don't look good 
私の自尊心は，自分の体がどのように見えるのかと自分が感じることとは関係がない
My self-est田mis unrelatedぬ how1fi白 1about the wayπl'J body 1∞ks.* 
自分が魅力的だと思えるときは，自分についていいと思える
When 1 think 1 look attractiv久 1feel good about myself. 
能人よりうまくやることは，私に自己尊敬の感覚を与えてくれる
Doing better then others gives me a sense of self-respect 
課題で他人より好成績であること&知ることで，私の自尊心は上昇する
Knowing that 1 am be士terthan others on a task raises my self-est関 n.
虜多 どのくらし、他者よりも秀でているのかによって，私の事故価値は左右される
(Compeution) My self-wαth is affected by how well 1 do when 1 am cornpeting with others 
競争的な課題でどれくらし、うまくてをてしものかによって，私の自己価値は影響される
My self-worth is inf1uenced by how well 1 do on cornpetitive tasks 
課題やスキルで他者よりもうまく遂行できたとき，私は価値ある存在と感じる
1 feel wotrhwhile when 1 pぽformbetter than others∞a task or skil 
私の自尊心は，自分の学業成績に影響される。
My self-est悶 nis iru1uenced by my academic perfoロnance
学業でうまくやっていることを知ったとき，私は自分をよりよしものと感じる
告を票結'7.7 ~.L，._~:e2_ ~e::_~ ~b~ほ myselfwhen 1 know I'm doing well academically 
学校でうまくやることは，自己尊敬の感覚を与えてくれる白cad
competencejDOIng wdi in school gives mg a s釘lSeof self-respect. 
自分の学業成績が満足できるものではない時はいつでも，自分自身を悪く感じる
1 feel bad about myself whenever my acad回 llCPぽformanceis lacking 
自分自身についての考えは，学校でどれだけうまくやってむものかとは関係がない
My opinion aboutロザselfisn't tied to how well 1 do in school. >1< 
私の自己尊敬にとって，私を気遣ってくれる家族を持っていることは重要なことだ
It is irnportant ぬ口すself-respectthet 1 have a family出atcares about me. 
私の家族が私の誇りである時，私の自己価値の感覚は増加する
震度の支持 When my family menbers are proud of me，町senseof self-wo地 mcreases
家族に愛されていることを知ることで，私は自分を良く感じられるようになる(Fami/y ;~pp~;t) ~. ~ ~~o:，::~g. that my fa~!~~~e_rs l~:~ ~ ~~~ ~e ，f~~ good about myself. 
家族から愛されていなし、と感じるとき，私の自尊心は低くなる
When 1 don't feelloved by my family，町self-est悶 ng田sdoWfl.
私の自己価値は，家族との関係性によって影響を受けることはない
My self-worth is not iru1uenced by the quality ofmy r巴lationshipsw油 myfamily members串
私の自尊心は，自分の道徳的/倫理的原理にしたがっているかどうかに依存している
My self-est悶 ndepends on whe出eror not 1 follow my moraVethical principles 
私の自尊心は，もし私が非倫理的なことをしたら低下するだろう
My self-est叩 nwould sばferif 1 did something unethical 
長館内分tue}道徳綱領に従っていなければ，私は自分を尊敬することはできない
Ic∞ldn't respect myself if 1 didn't live up to a moral code. 
自分の道捲原理に従っているときはいつでも，私の自己価値の感覚は高い
羽市回目'er1 follow my moral principles， my sense of self二respectgets a boost. 
悪いと知っていることをすると，自己尊敬が損なわれる
Doing something 1 know凶 wrongmakes me lose my self-respect 
神に愛されていると感じるとき，私の自尊心は上昇する.
My self二割問1goes up when 1 f，吋that Good loves me 
神の愛を所有してしも時，私は鏑値ある存在と感じる
1 feel worthwhile when 1 have God's love. 
神の笠 神の愛を所有していない時には，私の自尊心は損なわれるだろう
{Cod's Jove} My self-est田mwould suffer if 1 didn't have God's love. 
私の自己鏑値は神の愛に基礎を置いている
My self-est悶 nis bas吋 onGod's love. 
神に従っていないと思う時，私は自分そ悪く思う





















of Self.国Worth，あるいは Baseof Self-Worth) J として捉えるものである
( Watkinsヲ Adairヲ Akandeラ Chengラ Flemingラ Gerongヲ Ismail，Mclnerneyラ
Lefner， Mpofuラ Regmi，Singh-Senguptaラ Watsonヲ Wondimu，& Yu， 1998)。








しては) Schwalbe & Stapes (1991) がある。この研究では，社会心理学
を中心とした文献レビューを踏まえ，自尊感情の源泉として「反映評価
(reflected appraisals 自己に対する他者の反応)J， i有能性の自己知覚








他に) Schutz (2001) は自由記述調査の質的内容分析から自尊心の源

























































































的に定義した検討が盛んに行われた (Hoge& MacCarthyラ 1984;Marshラ
1986; Pelham & Swan， 1989; Pelhamラ 1995)90 これらの研究では，その中




























知面での評価が強調されるためであると考えられている (Baumeister，et al.， 2003; 
Rosenberg et a1.， 1995)。



























松井・山成(1982) がある。山本・松井・山成 (1982) は，自尊感情に
影響を与える自己認知として，男性では生き方と知性を，女性では優し
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本当の自尊感情として捉えられている (Deci& Ryan， 1995; Kernisヲ






Crocker & Parkラ 2003;Rhodewalt & Tragakisヲ 2003)。先に論じたように，














































































来感と優越感は自己決定理論 (Ryan& Deciラ2000) でいうところの内発
性・外発性の軸で捉えられると考えられる。さらに，縦の軸は上に行く
ほど，人間を捉えるにあたって抽象的で 下に行くほど具体的な側面を
扱うものと捉えられる。 Kernis(2003)や Crockeret a1. (2003)における





































ように 200名(男 100名，女 100名，平均年齢 19.96土0.84歳)がランダ
ムに選択され，これらの者を分析対象者とした。













まま自由に何でも， 1 "'-15の呂答欄に記入して下さいD できるだけ具体
的に i"，-，こと Jの語尾で終わるよう書いて下さい。JであったD 補足的な
情報として，それぞれの回答について，その回答がどの程度自分にとっ











学 4年生 l名が， KJ法によって 87カテゴリに分類した。その上で，筆
者を含む大学院生 2名が，得られた 87カテゴリについてさらなる KJ法
を実施し， 3段階の上位カテゴリを作成した。これにより， 3個の特大カ

















かな間り 重大j関こ 1 1 el信 8己価値の忠二を
わ
る る る
ロ1. 2 3 
ロ 2. こ主・・ 1 2 3 
口 3. こ主・ト・ 1 2 3 
口 4. 2 3 
ロ 5. こ主.~ . 1 2 3 
ロ 6. 2 3 
ロ 7. こ主+ 1 2 3 
ロ 8. こ主・ト 1 2 3 
ロ 9. こよ・ト・ 1 2 3 
口斗 2 3 
ロ立ェ こ主・・・ 1 2 3 
ロ 12. こ主・卜・ 1 2 3 
口 13. ζ主 .1・ 1 2 3 
ロよム 三よ"'. 1 2 3 
























































































































































































































































































































































被誠査者を 2等分割(各群 100名)し， 5%以上の回答率を示した。
(すなわち度数が 10以上であった)小カテゴリについて回答度数比の差
を検討した。その結果 (Table4-3-1-5-a， Table 4・3・1・5・b，Table 4-3・1-5・c)， 
本来感低群よりも本来感高群のほうが「物事をよく考えること J(χ 
2=3.76， p<.10) と， iリーダーとなること J(χ2=7.36， p<.OI) を回答す
る傾向にあった。また，本来感高群よりも本来感低群のほうが「特別な友
達(親友)がいること J(χ2=3.76， p<.10)と「人見知りしないこと J(χ 





















特大 大 主 低群 高群
対人関係上での資源、 137 137 
親密な関係 50 69 
恋人とのつながり 12 20 
f恋すること 7 12 
2恋人がいること 5 8 
友達とのつながり 25 三i
3友達がいること 9 16 
4特別な友達(親友)がいること 10 3 3.76t 
5友達と過ごすこと 3 6 
6友達に頼られること 3 6 
家族とのつながり 13 18 
7家族との親密な関係性 9 10 
8家族がいること 4 8 
関係の愚恵 54 50 
人との関わり 5 10 
9人と関わること 3 6 
10人と話すこと 2 4 
他者援助 2金 上三
11人の役にたっ 8 8 
12人に相談される 6 。
13人に必要とされる 3 2 
87人に感謝されること 3 3 
社会的な評価 17 15 
14人に良く評価される 4 7 
15人から批判される 5 5 
86人にほめられること 8 3 
他者からの受容 12 12 
16人から認められる 3 6 
17人に信頼される 2 3 
18人から相手にされないこと 4 。
19人に嫌われる 2 2 
20人を傷つけ・つけられる
関係のスキル 33 18 
対人調和スキル 2豆 10 
50一般的社交性・能力 9 7 
51人見知り・社会的抑制 11 2 6.23ネ
52話が上手い 3 
53人を笑わせる 3 。
意思表出スキル 7 8 














































































































49芸術的感性 o 3 












カテゴリレベル 本来感 x2i直特大 大 皇 低群 高群
生き方の資源、 143 193 
生き方 67 89 
将来の目標 16 17 
56生きる呂探があること 16 17 
打ち込む活動 13 19 
57好きな生きがいがあること 8 12 
58好きなことをしていること 5 7 
成長への現方 10 18 
59侭かを達成すること 2 2 
60毘標に向かつて努力すること 5 
61自己を磨くこと 4 
62 (単に)努力すること 2 6 
63失敗・挫折すること 4 
自盆を自公と認めゑこと 14 14 
64自分らしくあること 8 9 
65自己決定できること 6 2 
66自己を肯定してること 。 3 
生涯の享警 14 21 
67生活のーコマを楽しむこと 8 9 
68生きていること自体 1 6 3.57t 
69生活全体が楽しいこと o 2 
70健援であること 4 1 
71多忙であること 1 3 
何かしらの活動 46 69 
運塾 1三 1呈
72スポーツをすること 9 17 
73部活をすること 4 1 
勉皇 室 14
74勉学すること 8 14 
蓋盤 12 1笠
75表現すること(芸術系) 1 15 
76芸術鑑賞すること 1 3 
堂盤 主主
77働く(バイト)こと 5 6 
f.，;;/主二 塁込
78サークルなどの活動すること 5 8 
79余暇的活動すること 3 5 
過去の頑張り 30 35 
成就の経験 設立
80過去の何らかの達成経験 15 10 
81大学進学 5 9 
継続の経験 位 三
82部活を継続した経験 6 4 
83スポーツを継続していること o 5 
独特の経霊童 生 1 
84過去の独特の体験 4 7 




































































































































































友達を身近に感じる 社会的な評価 関 自分の気持ちを人に言える
関 ア友達との間で友情を感じる 社会的l高く評価される 係 自分の思い・考えを人に伝えられる係 」
親友と呼べる人がいる 周りの人から誉められる の 人に対して自分を出せるの恋人とのつながり 国 多くの人に認められる ス 自分の素甚な気持ちを表現できる


























































関わらない， 1.すこし関わる， 2. まあまあ関わる， 3. だいぶ関わる，
4.非常に関わる)で尋ね，その充足性(その自尊源においてどの程度み
たされているか)を 4件法(1.あてはまらない， 2. あまりあてはまら
ない， 3. まあまああてはまる， 4. あてはまる)で尋ねることとした。
充足性の評定肢を 4件法としたのは，回答する際の心理的負担を少しで
も軽減するためである。なお，このように 2つの観点で回答を求める方
法は先行研究(上田ラ 1996;Watkins et al.， 1997) でも採用されている。





























3 -4 ①ーー3 -4 一①司o -伊!1)足が速い
下、λ!と対じで気遣いができるJ
3 -4 2 -3 -4 -2 -o -2 頭の毘転がよい
ιa Rから感謝される






























































































4-3-2・3) ，充足性のモデルで.46~.94 であった (Figure 4-3・2圃針。適合度
は，随伴性のモデノレで CFI=.848ラ RMSEA=.072，充足性のモデル CFI
= .884， RMSEA= .054であった。
自尊源尺度の信頼性 各下位尺度について，随伴性得点と充足性得点の
両方で Cronbachのα係数，約 82日の期間をおいた再検査問の棺関係数







計 183名，男性 109名，女性 74名， 9月時点の平均年齢は 19.45土0.99歳，最も大
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































源の随伴性は r=.52~.68であり) Crocker et al. (2003) での報告と伺様
の水準であった。いくつかの槌伴性，充足性には性差が見られ，とくに
日本人を対象とした随伴性の性差はこれまでの研究では明らかにされて
こなかった点である。ただし)Crocker & Wolfe (2001)では家族の支持，
外見，学業，美徳、，他者からの承認で男性より女性の方が随伴性が高か
ったことが報告されている D また) Sargent et al. (2006)ではこれら 5つ
に加え，神の愛でも女性の方が高い随伴性が報告されている。他にも，
Watkins et al. (1997) では対人関係、に関わる自尊心の源泉は女性の方が
高く，それは Schwalbe& Staples (1995)でも確認されている。本研究の








































95名，女 94名，平均年齢 19.58土.83歳)であった。サンブρル 8は 107




2.性絡特性 内田 (2005)に倣い，和田(1996)の BigFive尺度から各





否回避)欲求尺度各 4項目，計 8項目を用いた(し、ずれも 5件法)。
4.時間的展望現在・過去・未来についての認知様式を測定する尺度と
して白井(1994)の待問的展望体験尺度を用いたD 目標志向性，希望，
充実感，過去受容といった 4下位尺度からなり，全 18項目 (5件法)で
ある。
以上の尺度はすべて単純加算得点をその変数の程度を表す指標として


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































手続き a 講査時期 間一対象に対し 2005年 6月及び 9月の 2回，大学
の講義時間後に質問紙調査を実施した。
受墨主調査に同意した茨城県の国立大学生のうち，回答の対応が確認
できた 200名(男 114名，女 86名，平均年齢 19.48土0.97歳)を分析対
象とした。ただし，欠損値が所々で見られたため，分析ごとに Nが異な





Crocker et al. (2003) 日常生活での自己愛的な行為を取り上げた Buss& 
Chiodo (1991)や，総務省による社会生活基本調査 (2001)，日本の大学
生の日常活動に関する研究・調査(橋本， 2005~ 治・吉田 2001 など)や
本論文の{研究 2]を参考に項目を設定し，項目内容に合わせて各行動
に費やした時間や主観的な実行頻度を尋ねた。項目には，各自尊源に対
して理論的に関連が予測される行動を含めた D 最近 2ヶ月を振り返って
回答するよう教示した。
自尊源尺度のみ，第 1期と第 2期の両方で質問紙に含め， 日常的行動
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2. 本来感 自分らしくある感覚を 7項目・ 5件法で測定した(伊藤・小
玉， 2005) 0 





4. 自尊心全般的な自尊心を 9項目・ 5件法で測定した(山本・松井・
山成， 1982)0 
5. 自尊心の全般的髄伴性 {研究 5]で作成された，自尊心の随伴性尺






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































配慮 (1961)や Winnicottの本当の自己 (1965)，最近の実証研究では Arndt
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I 
i本来感 優越感j
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されている(加藤， 2001 ; Lazarus， 2000;島津， 2002) 0 









































4. ストレス反応 岡安・嶋田・坂野 (1992)の中学生用ストレス反応尺
度の短縮版を用いた。不機嫌・怒り感'清，抑うつ・不安感情，身体的反応，


















本来感尺度の交差妥当性 伊藤・小玉 (2005) の本来感尺度項目が適切
に本来感を測定していることを検討するために 確認的因子分析を行っ
た。その結果，適合度は χ2 (df :14) =66.475 (p<.OI)， χ2/のr=4.748， 
GFI=.932， AGFI=.865， CFI=.911， RMSEA=.1l6であり，一部の指標は不
適合を示しているが，全体として許容される範囲の値が得られた口また，









































































































































































































"・01 .02 .02 
時の過ぎるのにまかせる .ー03 .ー02 得.14
こんな事もあると思ってあきらめる .02 へ01 .23 
先のことをあまり考えないようにする .ー08 .07 "・09
情緒焦点対処
物事の明るい面を見ようとする .01 国 .ー02 へ05自分で自分を励ます .ー10 .07 へ04
援助要請対処
自分のおかれた状況を人に開いてもらう .02 .07 E へ06人に問題解決に協力してくれるよう頼む .04 .ー01 .06 
問題焦点対処
靖報を集める 司.08 .ー06 .20 回問題の原因を見つけようとする -.03 .ー07 幽 .11今の経験はためになると思うことにする .04 .29 -.04 
寄与率(%) 15.18 9.49 8.09 6.27 
累積寄与率(%) 15.18 24.67 32.76 39.04 
α係数 .61 .55 .56 .51 












的反応(それぞれ r=へ15，r =・.14ラr= -.13， p<.05)に限られていた。さら
には，逃避的対処は無力的認知・思考と正の相関関係 (r=.17ラp<.OI)が，

















① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
本来感 回.33**ー .13* ー.38* -.17 * .33 * .22 * 
自我同一性 同.26**町.14* -.42 * *へ15* .35 * .33 *キ
①抑うつ・不安感情 .55 *キ .48 * .33 * 欄.15* .13 * 
②不機嫌・怒り感情 .37ネ* .37 * 
③無力的認知・思考 .42 **圃.20*卒園.l4* .17 * 
④身体的反応 .ー13* 
⑤問題焦点対処 .22本* .12 * 
⑥情緒焦点対処 .12 * .26 * 
⑦援助要請対処
⑧逃避的対処
































































































































































































































自尊感情との相違(【研究 5]) 穫越感との棺違([研究6]) アイデンティティとの穏違(【研究 7]) 
~三誌記事町田前田町出~::....:--~~一戸品弔問匹
f 令d 第3章実生活状況 ?第4章自己のあり方 第5章精神的健康
知.' 
{研究 IJ 〔研究4J {研究7J
自分らしくある・芯いと感じる状況の 本来感に関係する自己形成経験
































































































この第 3項で述べた検討は，“生活"の観点で検討された{研究 1]， [研



















2002b) ，語り・ナラティブ(森国， 2005;野村， 2002，菅沼， 1999)，回
253 轡第6章轡
第2部実証的検討




























































人の心理は影響を受ける (e.g.水間， 2003;白井， 1997;都筑， 1999;山


















































調査対象者 18歳から 94歳までの男女 963名(男性 342名，女性 621
名)を調査対象者とした。平均年齢は 5l.53歳，標準備差は 19.53であ
った。分析では 20代以下， 30代， 40代， 50代， 60代， 70代以上とグ
ループ化した。各年代群の人数は， 20代以下が 219名(男性 93名，女
性 126名人 30代がお名(男性 31名，女性 24名人 40代が 49名(男性
17名，女性 32名)， 50代が 180名(男性 50名，女性 130名)， 60代が







2. 本来感 伊藤・小玉 (2005) の本来感尺度を用いたD
3. 自分らしさへの欲求 fもっと自分らしくありたしリという 1項目
を独自に作成し， 5件法で測定したD
4.現在の生活尺度 [研究 1]の自由記述で得られた内容や{研究 2]，










分らしくなしサ， 0 (自分らしし¥)の 2件法で回答を求めた。
6. 自己形成経験チェックリスト {研究 4] と予備調査 (38--.-80歳の









あてはまるかを 1(全くあてはまらなし¥)， 2 (ほとんどあてはまらなしサ，
3 (あまりあてはまらなし¥)， 4 (ややあてはまる)， 5 (だいたいあてはま
る)， 6 (非常にあてはまる)の 6件法で回答を求めた。




あてはまるかを， 1 (全くあてはまらなしづ， 2(ほとんどあてはまらなしサ，
3 (あまりあてはまらなしサ， 4 (ややあてはまる)， 5 (だいたいあてはま
259 轡第6章事
実証的検討~ 2 j韮































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4因子が抽出された (Table6-2-1)。第 l因子は， r心地よくない感情状態
にある j や「人間関係に疲れる」など， 日常生活での様々な場面におけ
る心身両面の包括的なネガティブ状況の程度を表していると捉えられ，












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































20代以下 30代 40ft 50ft 60代 70代以上
20代以下 30代 40ft 50ft 60代 70代以上
20代以下 30代 4併t 50代 6凶t 70代以上
20代以下 30代 40代 5併t 6凶t 70代以上
~~エ事





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































.76 I .17 
.75 I .07 
.69 I .10 
.68 I .23 
.6 I .10 
.65 I .05 
.63 I .13 
.60 I -・04
.50 I .15 
.49 I .04 
.48 I .19 
.44 I .03 
.02 I .64 
.05 I .63 
.06 I .63 
.16 I .62 
.11 I .54 
.15 I .52 
.06 1 .48 
24.55 13.51 
.86 .68 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































50 ート経済 50 
40 笥義一仕事 40 






20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上 20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上
80 % t 
70 70 
60 一+ー 趣味 60 




30 一紫ー 出. 30 
20 -.故 20 
10 10 。































































と， r部活・サークル活動J， r趣味や習い事J， r恩師・先生との出会し'¥J ， 
「友人とのかかわりん「人のために何かをする(奉仕・ボランティア活
動)Jが挙げられる。これらは自分らしくいる状況についての分析と同様





Table 6・3・1自己形成経験の回答有無を独立変数とした本来感についての t検定結果 a)め
201i;以下 301i; 401i; 50代 60代 70代以上 全体
部活・サークル活動 2.76 * 1.96 t 2.97 * 
経済的危機・困窮 -2.64 * 2.01傘
仕事・アルバイト・就職 3.22 *牢 2.19 * 
勉学・受験・学校生活 2.64 * 1.82 t 
結婚生活 4.31 *
趣味や習い事 2.61牢 3.38 * 2.21本 4.98料
恋愛経験 l.97 * 
対人関係上のトラブル -2.41 * -2.83 * 
親しい人の不幸・死)3IJ 1.73 t 
出産・子育て 嶋2.5ネ l.95 t 
事故や災害
引越し
大きな病気・怪我・衰え 1.89 t 
自分の先祖・家系 2.31 * 
恩師・先生との出会い 2.15 * 2.97 *本 l.75 t 3.24 *
いじめ 2.03寧 -l.78 t 
人生上の大きな混乱 -2.09 * 
心身の極限状況 同2.22牢 -2.8 * 
(自分の)子供とのかかわり 2.39 * 
恋人・配偶者とのかかわり 2.24 * l.7 t 2.77 * 
家族とのかかわり
友人とのかかわり 1.93 t 2.01 * 2.41 * 
両親とのかかわり
社会とのかかわり 2.33牢 3.16 * 4.16 * 
近所・世め間とのかかわり
人のた に侭かをする(奉仕・ボランティア活動) l.86 t l.75 t 2.6 * 4.19 * 
信仰 2.9牢*
仕事 サー クノレ サークル サークル 勉学
趣味 恩師 いじめ 勉学 仕事 配偶者 結婚
友人 友人 趣味 趣味 趣味








出産 極F長 経済 経済 病気 対人トフ
危険~子 対人トラ いじめj毘苦L 極限
a)牢*p<.01， *p <.05， t p<.10 























































































































































































































































































全体 20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上
f .09 * .06 .27 * .03 .18 * .02 ー.01




















I .88 I 
I .76 I 
I .73 I 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Table 6-4-2年代ごとにみたGHQと本来感との関連 a)b) 
全体 20代以下 50代 60代 70代以上





{刊一一一一ー一一ー一一一ー一一一_.-_.' ~，. ._" ._一ーー一一一一一一一_".~一一一ーーーーーーー一





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































j序章 I I:~同一本来感にまつわる社会背景 I ~本来感についての先行研究
姐.2.5つの呂約→ひとつの方法










































































































































































































究 1]. [研究 2]・{研究 3]で明らかとされ，内的な状況は{研究リイ研




























性を明らかにした本論文の知見は，自己決定理論 (Ryan& Deciヲ 2000)
との整合性が高い。自己決定理論は，人間の行動全般を説明する概念と
しての動機づけの内発的性質 外発的性質を体系化した理論である。そ
























































































には色々な問題点が潜んでいるからである D 本論文における 7つの研究
による結果は「実証的な検討の末，そのようなことが示されることが一
















































































































































































































































































































































































































































































た。第 l章では f自分Jに関する言葉を整理し 自分らしくある感覚(本
来感;Sense of Authenticity)が本研究の中心に据えられたD そして，先行
研究や心理臨床場面おける本来感の位置づけが整理され，その操作的定
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1. H.制 er，S‘(2002) Authen.抗ciち1. TheHandb∞'k ofPositive Psychology 382-394のなかの記述
記述:
Authenticity involves owning onピspersonal experiences， be theyせlOugh臼， emotions， needs， wan包， prefe詑n∞s，or 
beliefs， processes captured by the injunction to "know one記lf'.“τo也ineown se1fbe true" further implies也atone acts 





When we have asked adoles叩 ltsto de血letrue-記lfbehavior， desαiptions inc1ude "the real me inside，" "鵠yingwhat 




False-self behavior is described as "being phony，" "hiding your true也oughtsand feehngs，" "saying what you白血k
o由自'Swant to hear，not what you r，伺lythink." 
く偽りの自己行動は、 fにせものであることん「自分の本当の考えと感情を隠すことj、「相手が言って
ほしいことを言って、自分が本当に考えていることを言わないことjのように記述される。>
2. Kiecolt， K. J. (1994) Stress αnd the Decision ぬ ChαngeOneself: A Theoretical Model. Social Psychology 
Quarlerly Vol.57， No.1， 49噌63.における記述
記述:
S自国ofau也∞ticityrefers to ne's sense ofbeing onピs"r，回l記lf'(Gecas，1991; Turner， 1976) andreflects也eextent to 
which persons征eful包lingtheir commitments to a core田nseof self (Erickson， 1993). 
く本来惑とは、自分がリアルセルフ(本当の自分)Jであるとしづ感覚のことであり、人々がどの程度、
自己の中核的感覚への関与を達成しているのかを反映している。〉
(Sense of coherenceに対して) 縮問 ofauthenticity 0ゆ tto be related mo日c10selyto self-change because it is an 





3. Weigert， AJ. (1988) To Be or Not: SelfωulAuthe雌ici臥 lde，砥ityan尋問tbivalenは Self，Ego側 dldentiザにお
ける記述
記述:
Authenticity took on its modem cast ovぽ the1ぉt70 Y回rsor so. We use the term in a somewhat wide sense to ref(ぽto
self and sense of historical reality也atenvelopes it. A pぽson沼健nseof authenticity functions at a prl釘dlective指 gem






Existentia五山useauthenticity more specifically to ref(釘tothe human condition部 a戸ojectofmoral合問domandto也e
necessity of creating meaning也roughpersonal decisions. 
く実存主義者たちは「本来性j を、道徳的自由としづ投企のための人間の状態、個人的決定を通して意
味を創造していくことの必要性、と限定して用いている。〉
Gecas(1986)訂忠les出atthere訂ethree master motives in the domain ofthe self-concept (= selιmoti ve) which he calls 
self-est，自民民lf-efi回 cy組 dau也enticity.He describes au也白ltici匂ぉ“anぉsessmentof the meaning and significance 





MrぉhallBerman (1970) conceives of創出enticityas being true to one's unique self，ぉ江sucha self exi釘 oris known 
a戸rtfrom social and凶 nscendentcontent. 
くべノレマンは、あたかもそのような自己が存在する、もしくは社会と超越的な意味とは切り離されて理
解されるような、固有な自己に真実(トクルー)であることとして本来性を捉えている。>
Roy Baumeister (1986) states也at吐lequestion of au也enticityis a question about the size and scope of the self百le




Hochschild (1983). Only if an individual believes也atpersonal feelings are authentic回nhe or she have a sense of a true 






4. Sheldon， K. M & Kasser， T. (2001) GOALS， CONGRUENCE， AND POSITIVE WELL-BEING:NEW ElvfPIRICAL 
SUPPORT FOR HUMANISTIC THEORIES. JoumαlofHumαnistic Psychology Vol.41 No.l 30・50.にある記述
記述:
SelfDetermination Theory is particularly interested in what humanistically and existentially oriented theo耐 snught cal 
初出印刷守.百mtis， SDT recognizes出atsometimes people act out of出eirdぽpest， mo託油ole-h句rtedand 




5. Ullman， C.(1987) From Since討'tyto Authenticity: Adolescents日制of加“TrueSelf". JouγnalofPersonali砂55:4.
583-594.のなかの記述
記述:




6. rru似，仁 H.& Carkhuf， R R (196乃rou性RDEFFECTIVE COUNSELING AND PSYCHOTHE孔4PY
のなかの記述
記述:
百lecurrent conceptualization of genuineness (or authenticity or congruence ) requires the therapist's戸 sona1
involvement. .… In an impo武町1t縮問hewill be himself，悦也也einner -directedヰm凶 el匂'andfle氾bility也at出at
implies. -Authenticity一也eability to be丘eelyand d記 plyoneself in nonexploitative relationships wi也 o出ers
















































































































































1生活のリズムはほぼ規則正しい 1 2 
2睡眠時間を十分にとる 1 2 
3栄養バランスを考えて食事をとる 1 2 
4お酒の欽み過ぎにならないように気をつける 1 2 
5ジョギングや運動をする 1 2 3 
6おやつはほどほどにしている 1 2 3 
7健康には気をつかう 1 2 3 
8親と向居している 1.いいえ 2.はい





















































































































































































































































































































































































10敗北者だと思うことがある 1 234 5 
1物事を今人並み!こはノLう〆まくでやれるイヘイ。ハノとEヶ仁勾






5 4 3 2 
5 4 3 2 
5 4 3 2 
























6 5 4 3 2 2何かを判断するとき、社会的な評価よりも自分の価値観を罷先する
去五


































5 4 3 2 1 
? 」ロ
5 4 3 2 1 
? 」? 」
2. ロ
5 4 3 2 1 
?? 」
3. 口
5 4 3 2 1 
? ??」
4. ロ
5 4 3 2 1 
? ??
5 口
5 4 3 2 1 
? 」?」
6. 口
5 4 3 2 1 
? 」? 」
7. 口
5 4 3 2 1 
?? 」
8. ロ
5 4 3 2 1 
? 」?」
9. 口
5 4 3 2 1 
?? 」
10. ロ
5 4 3 2 1 
?
• 
?? ? ? ????口
5 4 3 2 1 
?? 」
12. 口
5 4 3 2 1 
? 」? 」
13. 口












【5】次の文章のそれぞれについて，もっとも自分にあてはまると思う はあ あ~ あま あ てあ常非番号をOで閉んでください。 まま てし て てか
らり はだ はあ はな はiこ
なあ まけ ままあ まり まよ
いて る る る るく
2今までやったことのないようなことに挑戦していきたい 2 3 4 5 
3'自分の能力を最大;援に{閉ませるよゑ;いろノいろ:ゑ;こ7どをやづ?とみだしノ月〉
4自分を向上させていけるよういろいろなことをやっていきたい 1 234 5 
f うο 5ク新し今いC、自3分fををノ開樹t拓οιじ:てL釘Yきただれ〈予ゲ予戸;ノJワ;γFゾ今ケ々 口
6自分の可能性を追求していきたい 1 234 5 
7自分の思をと:立てろ:をちゃんと廷してノいきたい
8人から言われたことは2度と言われないように気を付けたい 1 234 5 
9自分の能力ワゼででで:きるこ乙1どと(ぱまγ勺ちちやんとやれ枇:るようう々にιでおき老JたLμ¥十ケμ勺¥含Jぐι
1ω0今できることをしつかりやれるようになりたい 1 234 5 
1自分のヵ;で符どができそうな事にはじづかりと取υり7組んでいきたい:ω仁三















































































5 悩みがち 1 -2 -3 -4 -5 




10 多才の 1 -2 -3 -4 -5 




15 怠惰な 1 -2 -3 -4 -5 

















1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 









1 -2 -3 -4 -5 
13 
14 
1 -2叩 3-4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 












5ふと，一歩離れた所から自分をながめてみることがある 1 -2 -3 -4 -5 




10みんなの注目を浴びたい 1 -2 -3 -4 -5 




15みんなから“変な人"だと恩われたくない 1 -2 -3 -4 -5 












1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 





















1私には，だいたいの将来計画がある 1 -2 -3 -4 -5 
2将来のためを考えて今から準備していることがある 1 -2 -3 -4 -5 
3私には，将来の自標がある 1 -2 -3 -4目 5
4私の将来は漠然としていてつかみどころがない 1 -2 -3 -4 -5 
5将来のことはあまり考えたくない 1 -2 -3 -4 -5 














1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1叩 2-3-4-5
1 -2 -3司 4-5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 
1 -2 -3 -4 -5 



































































1 -2 -3 -4 -5 興味のあることに没頭する20 
1 -2 -3 -4 -5 将来の夢や目標を実現するため何かに励む21 
1 -2 -3 -4 -5 自分を成長させるように何かに励んだ2 
1 -2 -3 -4 -5 思い出の品を見て過去を振り返った23 
1 -2 -3 -4 -5 








26 勉強したり勉強したりする 功 1日あたり (約 時間 分)
27 ひとりで考え事をする 坊 18あたり (約 時間 分)
28 テレビゲームやパソコンゲームをする 司 1日あたり (約 時間 分)
29 家事(炊事・洗濯・掃除など)をする 持 1日あたり (約 時間 分)
30 部屋で好きなこと(読書や音楽鑑賞など)をする 司 1日あたり (約 時間 分)
31 出かける前に綴装や身だしなみを整える =今 18あたり (約 時間 分)
32 テレビやピヂオを見る 功 1日あたり (約 時間 分)
33 携帯電話でメーんなどをする =今 1日あたり (約 通)
34 喫煙する 坊 18あたり (約 本)
35 欽酒する 坊 1 日あたりどー)~350ml にして(約 本)











5. C D・ピデオ・ DVDやそのプレーヤー (mp3など) 15 .映画・コンサート・展覧会
6.オートバイ・自動車などの車関連 16 .晴好品(おかしタバコなど)
7 .スポーツ用品など，運動のための費用 17 .ゲームやおもちゃ
8 習い事(英会話など) 18 .日用小物・インテリア用品
9.洋服・靴 19 .旅行





















~I-対 L工ど~主主 iこ盛じ工い~ 全 まあ ちど あ あ












2いつも自分らしくいられる 1 2 3 4 5 
似:ど自分を比:付落ち込む三問委
4人前でもありのままの自分が出せる 1 2 345 
九 5車分(J)ゃなた必:ことを慰安二!とかぞき三主ぐノ三〆行弘司ジマ三三
6これが自分だ，と実感できるものがある 1 2 3 4 5 
1;'¥ラもf1i:分を見失わないセJい区κよ;ア:二三
8少なくとも人並みには、価値のある人間である 1 2 3 4 5 
j色与なよい素貨を毛ノつ;ての:る三二;三乃三、:二ゲ




14だいたいにおいて、自分に満足している 1 2 3 4 5 
1U匁眠時甥教できる均気り必至伝
16自分は全くだめな人間だと思うことがある 1 2 345 
18私は，才能iこ恵まれた人間であると思う 2 345 
20私は.周りの人達より有能な人間であると思う 1 2 345 
2k.fKiむ題担員選手帳議出均値打ぎのある長罰委長予室長重写二三三予三汗三三げ三三三
22まわりの人々は，私の才能を認めてくれる 1 2 3 4 5 










4 自分のことが持きかどうかは.他人からどれだけ好かれ.受け入れられているのかにとても影響を受ける 2 3 4 5 
8 自分の価舗を測る重要なものさしは，自分の外晃がどれだけ魅力的であるかということにある 2 3 4 5 
8 他人から自分の外晃を誉められると.自分自身をとても価値ある存在だと強く感じる 2 3 4 5 
10 自分の冊値を測る重要なものさしは，他人から定められた基準でどれだけ物事を達成できる泊、ということにある 2 3 4 5 
12 自分のしている活動が自分の理想を満たしていないようなとき.自分自身に強い不満を感じる 2 3 4 5 



















4 3 -①ー3 -4 ①ーo -例)足が速い
4 3 欄帽 2 -3 -4 2 -o -頭が良い2 
4 3 ・2・4 3 町2 o -人として受け入れてもらえる4 
2 -3 -4 4 3 ・2 -o -患分の好きなことに熱中できている6 
3 ・ 42 帽4 3 -2 -0 ・人からいつも必要とされる8 
2 -3 -4 4 3 -
?，??。"粘り強く物事に取り組む10 
4 3 幽2・4 3 ・2 。"好きな異性と一緒にいられる12 
3 ・ 42 酬3 嗣 42 -0 ・おおらかな気持ちで人に接する14 
2・ 3-4 4 3 -2 0 ・自分の素車な気持ちを表現できる16 
4 2 ・ 34 3 ・2 0 ・人から感謝される18 
2 -3・ 43 -4 2 0 ・将来の夢がある20 
4 2 -3 4 3 ・2 。幽何かを投げ出さずに頑張った経験がある2 
2 -3 -4 4 3 -
? ? ?
0 ・友達とのふれあいがある24 











4 3 欄2 4 3 -2・o -周りの人から一目置かれている28 
4 3 2 -4 3 2 。鴫何か打ち込めるものがある30 
4 3 -2 4 3 2 0 ・興味のあることに取り組めている32 
4 3 2 4 3 2 o -人と楽しく会話できる34 
4 3 -2 4 3 2 。幽人に対して温かい接し方ができる36 
4 3 2 4 3 2 。しっかりと自己管理して物事に取り組む38 
4 3 2 ・4 3・2 o -社会的に高く評価される40 
4 3 2 4 3 2 ・0 ・家族の終を感じる42 
4 3 2 4 3 2 0 ・何かを成し遂げたという思い出がある44 
4 3 2 4 3 2 o -容姿がよい46 
4 3・2 4 3 -2 0 ・自分の患い・考えを人に伝えられる48 
4 3 2 4 3 -2 舗。"自分を磨くよう努力している50 
3・ 42 4 3 2 。欄将来島指すものがある54 































2 3 4 5 
【2】 心の状態を表現する文章が下に記してあります。それぞれの文章について、
最近の気持ちゃ身体の状態に最もあてはまる数字をOで囲んでください。
iJ.全 少 るか る31'
し、く し な 常
あ あ lこ
て て あ あ
l;t l;t て て
ま ま l;t l;t 










































































































































































































































































































































































































































2先のことをあまり考えないようにする 1 234 
4なるようになれと思う 1 234 
2 3 4 
2 3 4 
2 3 4 
14今の経験はためになると思うことにする 2 3 4 
【5】次の文章のそれぞれについて，もっとも自分にあてはまると思う番号 あ らあ ど まま あて なま ち るあ て
をOで屈んでください。 1立 いり り ま 1;1 
ま あ で あ ま
う て も あ る
T孟 1立 fJ. て
L、 ま い 1;1 
ー 6 ー 定
2私は，自分なりの生き方を主体的に選んでいる 2 3 4 5 
.ー - 時ー一 IJ 
4社会の中での自分の生きがいがわかってきた 2 3 4 5 
8私iま，自分なりの価値観をもっている 2 3 4 5 
10自分にまとまりが出てきた 2 3 4 5 











































⑧結婚:1.既婚(有配偶者) 2.既婚(死汚IJ) 3.離婚 4.未婚
④職業:1. 自営業 2.営業職 3.事務職 4.専門・技術職 5.管理職 6.専業主婦
7.学生 8.パート・アルバイト 9.無職 10.その他(
⑥最終学歴:1.小学校・中学校 2.高等学校 3，.短大・高専・専修学校 4.専門学校
5.大学 6.大学院 7.その他( ) 
⑧同居の構成人:1.一人 2.配偶者 3.配偶者と子ども 4.親 5.親ときょうだい
6.親と配偶者 7.親と配偶者と子ども 8.その他( ) 
⑦去年1年悶の本人収ス(ボーナス・税を含んでお答えくださいれ
1. 200万円以下 2. 201"'"'300万円 3. 301"'"'500万円 4. 501"'"'700万円
5. 701"'"'1000万円 6. 1001"'"' 1500万円 7. 15001万円以上 8.年金 9.収入なし
[2-1】 あなたのこれまでの人生を振り返って，以下の文章にど あ あ あ
れくらいあてはまるかをお答えください。 て て て あ あだ あは会 iま!ま はあ て てい て非
ま〈 まと まま はや lま士 !ま常
b らん らり まや まい まに
な ら‘ど な る る る
い い L、
1自分自身についてよく考えてきた 2 3 4 5 6 
2つらい・函難なことに向き合ってきた 2 3 4 5 6 
3集団や組織に合わせて行動してきた 2 3 4 5 6 
4なにかを達成してきた 2 3 4 5 6 
5入との混かい関係をつくってきた 2 3 4 5 6 
6自分の好きなことをやってきた 2 3 4 5 6 
7ひとりの人間として受けいれられてきた 2 3 4 5 6 
8傷つく経験が多かった 2 3 4 5 6 
9なにかに耐え、がまんしてきた 2 3 4 5 6 
10自分ではどうしようもない大きなものに振り沼されてきた 2 3 4 5 6 
【2-2】 以下にある文章は未来の捉え方を表したものです。あなた
の捉え方がどの程度あてはまるのかをお答えください。
1色んな意味で、まだまだ成長したい 2 3 4 5 6 
2これから先も自分のやることがある 2 3 4 5 6 
3将来に不安がある 2 3 4 5 6 
4だいたいの将来計画がある 2 3 4 5 6 
5自分の死後も、自分は忘れられないだろう 2 3 4 5 6 










5 4 3 2 1いつでも揺るがないf自分jをもっている
5 4 3 2 2いつも自分らしくいられる
5 4 3 2 3他人と自分を比べて落ち込むことが多い
5 
5自分のやりたいことをやることができる 1 2 3 4 5 
6これが自分だ、と実感できるものがある 12345 
4 3 2 4人前でもありのままの自分が出せる
5 4 3 2 7いつも自分を見失わないでいられる




4 3 2 9楽しめる趣味をもっている
5 4 3 2 12努力すればどんなことでも自分の力でできる
5 4 3 2 13生きがいを感じているものがある
5 
15わくわくする活動や冒険的な行為は好きだ









5 4 3 2 げできれば様々な経験をしてみたい
5 4 3 2 18毎日の生活は単調で張りがない
5 
20自新しくて変化に富んだ色々なことをしてみたい









5 4 3 2 22興奮したり、わくわくすることが好きだ
5 4 3 2 “生かされている"という世界に対する感謝の気持ちがある23 
5 4 3 2 24自分らしく生きたい
5 4 3 2 25自分がいごこちよくいられる居場所がある



































。× 4 3 2 1ラジオを聞いたり，テレビを見たりする
2相手に合わせて自分を抑制している 。× 4 3 2 。× 4 3 2 3集団でなにかしている 。
5馴染みのない人(知らない人・自上の人)とい 1 2 3 4 I x 0 
6自分を良く見せようと装っている 1 2 3 4 I x 0 
7家事(料理・洗濯・掃除など)をする
× 4 3 2 4運動やスポーツをする
。
(旅行も含む)
10人に対していやな気持ちを抱く 1 2 3 4 I x 0 



































15仕事・アルバイトなどで働く 1 234 












20 (苦楽，本，雑誌など)趣味を楽しむ 1 2 3 4 I x 0 




25心地よくない感情状態にある 1 2 3 4 I x 0 
































1.部活・サークル活動 2.経済的危機・掴窮 3.仕事・アルバイト・就職 4.勉学・受験・学校生活
5.結婚生活 6.趣味や習い事 7.恋愛経験 8.対人関係上のトラブル
9.親しい人の不幸・死別 10.出産・子育て 11.事故や災害 12.引越し
13.大きな病気・怪我・衰え 14.自分の先祖・家系 15.思師・先生との出会い 16.いじめ
17.人生上の大きな混乱 18.心身の極限状況 19. (自分の)子供とのかかわり 20.恋人・配偶者とのかかわり




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































33 男 40 i調査に協力する 40 j調れ査るに協力するように依頼さ
34 男 9 ;とくになし 9 iべつになし
2 ;野球 3 i受験勉強 2 l~手 19 ~高会2予の選夏の大 4 ~活中学時代の生 4 i高柳械の生活
35 男
12 i3度の引っ越し
36 男 2 i高校まで，野E事をしてきた 37 i教会にいっている 21 i.良人した 12 i筑波に来た 25 j火あ事ったに2回も
37 男 1 i部活 20 iいじめ
38 女 35 i失歎から立ち盗ったこと 19 i得窓な分野のt式会にでる 24友て(ノ伴壁達をと校つ少時くし代っ合た)わこなとく
39 男
40 男 3 i大学への受験勉強 22 ~沼まじ教て師う)さい人間の存在(反
41 男 2 i15年以上体操競後をしてきた 9 ;? 
42 男 11都活 1瀬古の全国体育
43 女 1 i勉強 1 i部活 40 i進路ガイダンス 5 i友達
44 女 19入中ころ学。に校そカれて主え1に県たよの。っ選て抜高校にえをら全ばく考れえたてこいとな。か集でった12と 40 i 中学校でやることを決めて正解だった。
1 i部活動をしてきたこ
と。
45 男 1 ;漕i絞野球をしたこと。 1 i高校野球をしたこと。
46 男 1 ;都活動による野湾 14 ;男女へだたりなく話すこと 4 i志望高校合絡 8 i失恋
47 女 171銃書 6 i弟と妹が生まれたこと
48 男 33 i多くの後悔 33 i高校受数の失敗
49 男 2 1サッカー 221色々な人との出会い 3 i受験
50 男 2 i野E事 3 ;受験 12 ;一人暮らし 13筑入か波った大，学受に
51 女 30 i両親の総量
52 女 4 i高校生活 5 i友人との関係 101干むとの死 311母の教育
271留学 271奨文化間交流 4 1生徒会活動 1 i部活動 26 i 地域社会でのボランティア 19 i 意見発表会に出場したこと
53 女
4 1高校生活全般
54 女 9 1ょく分かりません。 9 1どー ゆー ことてす万か? 14れ中こと学た子校でをいカヰじまめったら
55 男 2 ;サッカー 2 1サッカー
56 男 2 ;スポー ツ 23 i誕生
57 男 2 1サッカー
58 男
59 男
60 男 2 ;サッカー 4 1生徒会 3 i受験勉強 19サがる程ッとカれ度ーたので蹴こあと責
1当分が陰口をたたかれたり，嫌な患いをした時8
5 jまくよしくてよもしらたっ持た，。友人などに崩61 女 14分から相手の方へ乗り込んで.どうしてか認をし
た。
62 女 1 ;走ること。(部活) 12 i・:活高校になかっらた親こ元とを。紛1て，寮生
63 女 1 i団体競技の部活動に参加してきたこと 15 i友'と人からのうらぎりにあった





2 l柔道を妓妓としてやっていること 4 1学校lこ遜っていること III・:た英こ語との繍奮を受lす 3 l中学受験 40 l・:試負合けでの勝ち 25lケガ
66 男
25汗術 3 1受験
17 l銃書 18ji 部活やサークル III勉強 6 l家族との会路 7 lぜアノ 8 l奨と性とつきあうこ
67 女
5 l友人との諮らい 21 l浪人生活(受験失敗?) 8決恋
68 女 1 l高校の部活 15 l友人とのケンカ
69 女 1 l部活動
70 女
71 女 1 :部活動 22 :微々 な人とのかかわり(関係)
72 女 11高校の部活勤続伎をする強さはついたが人街隠係がかたくなった
4 l学校に通った(通っている)こと 5 lラ友オ達ケと)付き合ったこと(飲み力 17l本:を談んだこと i留守番した」と i部活をした」と 401・iキTこャことンプに参加し73 女 37i(小学生からカ 1 l(中学では剣道，
キっこH三つt:.) 大学では弓道)




76 女 1 l部活動 3 l受験勉強 10 l母親の入院
77 女 3 ;受験勉強→精神的につらかっTこから。
:高校だっのT部こけ活ど→L続けるのは大
1 変 、い人間関係を 9 1ないです。
学べたと患う
78 男 2 ;野球 III勉強
79 男 1 l部活
80 女 8 i男あそび 8 i恋霊 151 中学の時きらいな男子と対立したこと 9 iとくになし
81 男 2 iテニス 7 iゲーム 8 i失恋
82 男
83 男 23 ;生きること 22鴻習で人カ往きていること
84 男 2 iソフトポー ル 1 ;中学野球 1 i湾i絞野E事 21 ;浪人生活 6 i母親の出産 31 ~殺対の大学受験反
85 男 14 i人の意見を積緩約i二部いてきたこと 10 i母:が病気で入読したこと
86 男 1 i中学・高校での部活動 3 i受敏勉強(大学) 9 i特にない。
87 男 9 iない 9 iそれほど重要なことはない
88 男 35 i 陸上綬技においてタイムを絡めるために努力した。 3 i受験勉強を努力した。
9 1侭も思いつきませ
ん。
89 男 24 i 自分より自こ上びのを立売場っのて人き(た教師・定長等)1ことにか〈頭を下げ 27 i・発ブラ砲ジさルれでた銃をつきつけられ
90 男
91 男 32 iいつでもよく考える。
92 男 9 iとく1こなし 9 iとくになし
93 男 13 i大学入学 13 i実学入学
94 男 1 i勉強 40 ;遊び 40 ~ tご'，/グノtン
95 男 2 ;サッカー をやってた 131大学に合格した
96 男 2 i野主事 17 i読書 40 i後重量の野球の試合
97 男
98 男 9 1特にない 4 i高校入学 13 i大学入学
資料I <肖己形成経験〉の全同答とカテゴリ健
99 男 6 i毅との会話 14 1主いBEl係を大切にすること 40 jタイガース優勝 ・
100 男 2 jスポーツを過して心をみがいた 14 :人の話を聞くように努力した 151・:中くさ学れ時た代こにとつめた
2 1~量械体練 28 :ヒ:ッチJ、ィク 40 :短食経験 3611¥イト 13 :大学生活 181淘好会
101 男
9 :? 
102 男 19 i少年野球で劇的逆転ホームスチール 191中学燈上県大会優紛 161教師との出会い
103 男 2 1野主事 4 1生徒会活動 111勉強 81思たゐせぶられ
104 男 141みんなと仲良くしてきた 151友だちグルーフ謂のケンカ
105 女
106 女 1 :中高の部活動
107 女 4 1高校生活 181大学のサークル 3 1大学入試
108 女
109 男 2 1程上重量妓の長距継走にとりくんでいること
110 男 36 :アルバイト 6 1母
2 1水泳を小さい頃からずっと続!すてきた。 4 1た中。-E(Eと-てEもZ活の動学的校なにと進こ学ろし) 




112 女 3 1受験(小学校と大学の)とその勉強 101親の病気 51出とあ会るい友人たちとの
6 1親との生活 5 1好きな友だちとの関わり合い 15 j 嫌いな友だちとの関わり合い 4 1学校での生活






117 男 6 1自分の家庭に生まれた。 2 1スポー ツに出会った。
118 男 11I高校時代の科学研究 二!対胤{系ぽ棚{系も含む)





124 男 11中・3革で部活動を一生懸命，主将としてやった。 101千むとの死
125 男 231生命活動 111学習 221人付きあい 9 1なし
126 男 2 1サッカー 111勉強
・
127 男 9 :なし 9 1なし
128 男
129 男 18 iサークル 5 1友人関係 181サークル 5 1友人関係
130 男
資料I <自己形成経験〉の全曲容とカテゴリ値
131 男 40 i団体活動に多加してきた。 9 :? 
132 男
133 女 2 i/¥スケ 5 ;友だちからの悩み相談
134 男 156-i2 友人・恩衡との会話 15 ;中学の部活て切らめごと
135 女 18 ;サー クル活動 7 iホームページの製作
136 男 11部活動による努力，厳しさ，協調性 15 ;友遂とのけんか 33 ;ざせっ
137 男 3 ;受験勉強を頑張ってやったこと。 9 1思いつきませんでした。
2 :剣道 3 :r式験 11:勉強 40 ;訟合 22 :会箆 40 :練習
138 男
22 ;人づきあい 40 ;テレピ 5;友達め逝白い話 401 テレどのパラエティ 40
1厳境しい練も刃環
139 男
140 女 4 ;中学校の時の生徒会の活動 161中U山4学ム:z;校ハY' のときの先生たちとの
141 男
142 
143 男 1 :勉強 2 i/¥ドミントン 2:聖fI事 6 ~双と子であるこ
144 男 1 ;哲学 17 ;本 5 ;友人 22 i出会い
145 男 1 i部活 5 ;1'中!習たちとの出会い
146 男 1 i小・中・磁の部活動(1¥レー .サッカー ) 8 i恋変 5 ~友主張達の趣味・考え・
147 男 8 i恋愛 221他人の意見 . 
148 男 251骨折のときにリハピリにたえたこと! 2 ;野涼をし続iすてきたこと! 4 i学校の行事に参加してきTここと
8 ~彼こと女がてきた 6 滞iたかこ育とてて<:h
149 男 321~分がしかられたり.悪〈い言かわ考れえたると。きは紫斑に受けとめ.どうすればい 。 32 i常に自分と向き合う 221人との出会い
150 男 3汗いせん入試をう付たこと 17つLこIろたい』先こをと自手。てすに1とo{，り 2心回が目う『ごこ
151 女 1 iオーケストラの活動で全員で頑張れたこと。 3 i受験
152 男 7 l~とお金をだしてHip Hopを中学生くらいからきいていたこと 1 i:EL，高T校こでとバドミントン部の部長を
291:>~をやろうと決め
たこと 9iよく分りません
13;2 筑波大学を受験し，合格し，入学したこと。 12 ~・iれ1人た事生ら活しををししたたこことと)(。家族と越 6 iよい家族をもったこ 16 i よい先生たちと出会ったこと。 iよい先生たち.魅153 女 16カを感じる人に出と。 会ったこと。
154 男 1 ;部活 8 i恋愛 5 ;友人の存在
155 男 4 i中学校のとき放送委員長をやった 1 i大学で体育会部活に入ること。
9 ~ 特んに。うかびませ
156 女 1 :部活! 2 :ソフト! 8 iふられた
157 男 37 i夜ふかし 8 ;恋愛
158 男 21 i浪人したこと。 32 i深〈考えた。 351 ツライ中で自分を高めるよう努力した。
12引かなかっ越かっ友たし達してが，てなき : 
. 
159 男 1 i部活 3 i受験 9 i特になし
. 
160 男 1 :中・3革サッカ一部 3 i受験勉強 1 0 ~親戚の死 6 ;父母との話し
28 :北海道を自転車で図ったこと 28 i大ーと切な人と北海遂に旅行した 5 ;たくさんの友達と出
;出来事l立自分がしてきたこととつながってると思うから上の3つ(北
161 男 23海道を自転車で図った/大切な入と北滋道iこ旅行した/たくさんの会えたこと 友達と出会えた)で思いついたのは全てです。
162 男




164 女 14 i他人の良さを見つけること 10 i友人の事故
165 男 34 iさわぎまわる 20 iぼこぼこにされた
3 !中学校受駿をしたこと。 4 !その高校lこ入ったこと。 13 i この大学にふったこと。 1剣と。し道てをい中る高こ大 7 !ピアノ 7 !バイオリン
166 女 7 !習字 2 iプー ル 3 !盤 1 !剣道部 34 i欽み 21 !浪人
6 !弟と妹がいる。 5 iおもしろい友達がまわりにいたこと。
17!少女漫~をよみあさったこと。 7 !映画を好きになったこと。 26 !署名活動したこと。 1 i放1.-1:送こ局とに。所属 7 i敬をうたうよう
iel分でものを書く
7 ようになったこになったこと。 と。167 女
10 i祖母か%ιだこと 25 i中学校での傷寄事件 15 i・:友様人々なにおトラこブっルた
26 ;ボランティア活動 1 ;部活動 3 ;受験勉強 40 iあいさつ運動 2 iスポー ツ 37 ;規員1)正しい生活
168 男
7 !書道 4 !生徒会活動 22 !人との出会い 13 !筑波大学入学
169 男 7 !村上春樹を読んだ 1 !部活動 11i物理演習 1 i物理B
170 男 1 i小学校4年生以来燈上部に所属し，ずっと今まで長距離走を頑張ったこと 4 i行事催でしを糞J任者になり eクラスの 行ったこと 16 i/J々弓交5・6年生E寺の担任と出会えたこと 6 1あこのと(商良綴い(意家味族て)すの簡)に生まれてきた
171 男 ・
172 男 14 !周回の意見を聞くようにした 40 ! 自分というものを精一杯にアピー ルした 2 1浪人した
4 洋委た盟員長祭のに鮪なっ7 13 i・:筑入波った大学に
173 男 111勉強 7 :敬 1 :部活動 13進か(筑級っ波たに，関受として
174 女 11部活動 3 i入試 6 i~こつと下に弟がてきた
175 男 1 i部 181サークル活動 91特L乙思いつカ吐い
176 女 1 i部活 11部活
177 男
178 男 4 1実行委員か生徒会の活動 3 1沢こと山の友達と会話して・遊ぶ
179 男
180 女 14 !積緩的に人の怒いにのった。 22 i・:周自分りのの人意瓦。をしっかり述バる
181 女 3 1受験 8 1恋愛 2 1テニスの練習 10凌遠の死 10 iぺッW涜 5 ~今友、達付きとの合出って会るい
182 男 3 1受験勉強
183 男 11高校時代弓道部で一生懸命がんばったこと。 6 1碕殺の愛情。
184 男 2 ;テニス 7 i習字 5 ;友達づきあい
185 男 2 ;サッカー 1 :勉強 8 i恋 5 :友人 6 1綴ふのにんたんしん
j筑大l、入ど学環した境こもとずはい大ぶきんい。』れがなかったら友 ;あとさいきん別れた恋人とつきあってむかったら.自分はもっと
15法崩だれっ人たてと縁けなどかが，切っいたlろらたん，。なきそつこいといつがまとあまはだっ仲てっよつたくいとや思にっ崩うて。れきたたつ。もでもり， 186 男 13人関係な 変わっていたはずだ 8 テキトー になってたと思決身だしなみとか).彼女のおかげで今
から。 まで知らなかった感情とか知って.成長したと思う.
187 男 401気象 2 1サッカー 2 11¥スケ 2 1体育 31 1三者面談
188 男 141近所の小さな子の世話 5 i友達のひきこもりからの脱出
189 男 2 ;バスケットポー ル 31 1三者面談
190 女 29 :高校.大学1ま自分で選んだ。
191 男
192 勇 4 1学:校1二通うこと 2 1剣道
193 男 361アル1¥イトをした 131大学に入った 121一人ぐらしをした 121一した人くちしを
194 男 1 i勉学 2 1運動 3 1入試
資料I <自己形成経験〉の全唇答とカテゴ 1)値
195 男 11部活動 18 :サー クル活動
: 
196 男 13 :菜園立大をやめて，筑波大に入った 391性格を少し変えた
197 女 2 :テニス 4 1HR活動(文化祭とか) 111勉強{それなりに) 15 沼jさ野」活さ動でのい 4 P~Rの話し合¥.¥ 156j;患ト部ーク・親友との
198 男
199 男
200 男 1 iパソコン・コンピュー タ関係の知織を入れる 1 i理科(科学)に興味を持つ 241人とあまり交わらない 1 ~裏身切近なり人物の 10持i放続のあ透事
201 男 351TRY & Err失敗しても銚戦しつずけたこと ボを成よラすンりに多テはくィし行アゅ活っ、てに動，すやよべクりきル.f.Il.かーLプ活動26 、ものを学んだこ
23全がて"てなといして;す糾。浦"、ょ全う
202 男 2 ;，1:事 34 :飲み会 4 i学級受賞 34れ飲てたみ会つてつられぶ
203 男 3 iハンデを線して受験に臨んだ。 8 ~先た生。にフロポーズして街られ 8 1まっき司にフラれた。
204 女 401/J、さいときの遊び(パズル・緩み木・オセロなど) 111計算・漢字ドリル 6 1妹た。・弟が生まれ
205 男 5 i部活・サー クル等をとおしての友達づきあい。 1 i部活動そのもの。 8 1彼女 13 i合格 181サんーゅクうルされにたか
206 男 2 iサッカー (コー チ)をつづけて人筒形成してきたと怒つ。 22 iサッカーのコーチ 22 i指導
207 男
208 
209 女 111中高校の勉強を頑張った。 11部活 35一そこれと度をて孤覚も立えガしたマたンがす，る 121転校
210 女 7 i習い事 27 1留学 3611'¥イト 4 1学校
:漉j2の書守イベントを立ち上げ.次の年も継続させ
8 決iりす刈るよ洋う生にのしうてちいになてかきっちたゃらっ，たこ結こ婚に。い樹なか投ったしっ。か211 男 2911:こ。内容が心機系のことだったので.進路決めに
大きく左おした。
212 男 2 i大学の仮面浪人。受かってなかったり.決断してなかっTこらここにいなかった。 10 i祖父の心筋こうそく 33 i中学受験の失敗
213 男 4 :高校生をしてきた。 9 jんとく。にないです。すいませ
214 女 331 数多くのスポー ツの挫折。(いろんなスポー ツをすぐやめる) 8 ;失恋。
215 男 231毎日の生活 37 ;欠席をなるべくしないこと 9 1特になし
216 男
217 男 2 1毎日パスケの練習 21 1浪人したこと
161高校の時.多くの先生の絡を聞いたりすること。 26iボランティア 16 i・:カ生ウのン話セをリきンくグの先
218、女
29ノかンj学セらな~リンか中グっ学にたとカらけ三か今っりのこまう自しい分たじは。めなそにかのあっとったきてとのい，思カたうウの。ンでセ，リそンのグ頃にカかマからだっいたこぶと内で向，的こなの性大格学にのな入り居高持校顎て壮に入人っごたみのなてどたにぶ入んるカのウがンつセらリくンなグりにカかウ
401本の出版 1 ;合唱部の学生指持軍者 4 :生徒会長 191 少年の主張蚤優秀糞 191・:tポ世ジ界ウ合ム唱参シ加ン 7 :ピアノ
219 男
251もうちょう 25 i肺ききょう 8うた出よ恋会。い人たと男ち1Ji1も，を生繰まり返れ変し，わ今って日めはBく勺1Ji1逢
220 男 14 !集合住宅で暮らし.年下の子供とよく遊んだこと 17 !読書
221 男 1 !部活動(燈上) 10 !父カ鳴っている隊客 6 j人母がホ草ー加ムうている老
222 男 3 1勉有強名なして大た学。に行くために.中学・高校lま無理して 19j番中学だのった最。初の定期テストでi 20小がた激中にしかくいけじてめ自ら分れ 10父伊てれすがヲ脳た的梗(無塞事で
40 :小さい頃から知育玩呉でi並びまくっていたこと 7 !散歩が好きだったこと 7 1ピことアノをやっていた :否人一首を i今のサークル
:ネットマニアの男





224 男 401・iン小を学つ生とのめとたき。にスポー ツ少年団に入り.キャプテ 21 :1年m宅浪した。 13 !大学にうかった。 4 l高校にうかつた。





227 女 23 i今まで生きてきた中でしたことすべて 10i:4'中J:学つ7のb、:とき友達か不登校に 20 i・:ノいl伴じめ技にのあとっきたプチ
228 男 1 i中学校のときに部活でパスケをしたこと 5 i小学校のときlこよく友達と遊んだこと 40 i・部鳴活った中。警報機が 40 i校~舎つムにが。新しく
229 女 5 て話し合だう中後学り会2年話を生つしたのくっりとたしきてζにとお出。互会いっのた将友来人にと殺つ後い的に滋ん 6 1不囲況ってい自る営姿業をな見のたて。報が
230 男 2 i浪人 20 iいじめ・いじめられ 6 1母母:親に育洲て士ら事れてた守む?と
231 女 3 i受験勉強 6 i~と遊ぶ 17んこトリとのイ本・にへ出イ会デっンたさ
232 女 13 i大学に入ったこと 12 i1人暮らしをすること 181サと クールに入ったこ 10 i父の病気
40 i進んで発表する 14 i・:小人さをい説頃得，し意た見が通るまで他 141 人の意見もきくように努力した 2 i民本当喜法 2 :/¥スケ 2 ;サッカー
233 男
16: r人がはなしている持はしっかり開け!Jと怒られた 161先や生さしにく，J「と蹴いわlたれ持たこそ人に
234 女 2 il¥スケ 4 :中学 1 :葱校野球 13 i大学 27 i外臣民事らし 8 i彼氏てきた
235 女 38113分のきょうみのあることに関わって活動した。 9 1とくにない
4 iK高校に入った。
:小学校でまわりの子供(クフス
も高信っ頼校てで的せま・友っわし好りた的の.人遼に 6ホj父が学に対教しのて生批徒236 女 24メイト)1:否定的な態度をとり 14 心を や綬
続けた。 31判的だった。
237 女 231今までの生活すべて 1 iWi校の跨の部長 3 i受験
238 女 1 i吹奏楽(部活) 28 :一人旅
:中学のE寺に母親方f出ていって，妨が東京へ進学して.急に家主主が
22 :おしゃべり 1 :部活動 5 i友達との出合い239 男 6 減ったこと。その跨.tl!!衿約にすきんで.世の中の何もかもが嫌
だった。よく分からないけど.なにかが変わった気がする
240 女 14 L~分と.13分が大切にしたい人にはウソをつかない。不利になりそうな時でも。
241 1 i小・中と部活を頑強ったこと
242 女 8 i不倫 8 i不倫
243 女 1 i高校時代の部活
244 女 7 :ろうどく 22 :人との出会い 1 ~溜中i((将ソフ棋ト)ボのー部J活~). 19 i全毘後務
245 男 14 :人iこ好かれようと生きてきた。 30瀬が紛乱た。
246 女 1 i中学・高校の部活動 18 i大学のサークル 20 iめクラス内でのいじ 10 iお委の死
247 3 i受験勉強 4 i高3のときの体育祭
248 女 4 i中学校での係活動 1 iJ革校での部活動 21 i浪人 5 iとと思てえも大る事友だ人
に出会ったこ
249 男 10 i母貌が入院した際の家事 1 ~でIJ、ず学っ校と~主高将校をでつのとぶめかたっことどう 10 i祖母の死
250 女 71*2 j6年間楽器を吹き続けたこと。 8 :いろんな恋愛をしたこと。 30 i父と母の}jl.居











253 女 4 i高校で学箆祭実行委員会に入ったこと。 9 i特になし。
254 女 1 i勉強した。 26 i保育翻のボランティア。 39 it全絡をかえた。 201いvじめられたー」と。 10膜おゎ乱母下たさ出ん血こがとて。たくも 21 i浪人したこと。
i中学・高校と部活をがんばった。部長として.先生
9 ~でこめすん。なお¥思いつカ吐い255 女 1 と部員の間で苦手いこともあったけど.とちゅうで投
げださず，頑張れたから今の自分があると思う。
256 女 1 :合唱部に入ったこと 3 :この大学を受けたこと。 30 i親の樹苦そうどう 20 iいじめ
257 女 2 iテニスを6年間，続けたこと。 8 i恋愛に対して前向きに行動したこと。 121伊転校織したのこ草寺と.2回
4 i中'1簡での生徒会長 1 i陸上部 1 i野球部 2 i剣道 2 iすもう 7 i民族芸能








14 !・jる人)のことを考える(相手の気持ちでものごとを考え 2 ;浪人して1年勉強したこと 1 !応媛図で約i年活
iボランティアサー
2 !燈上を続けて 17 !いろい一ろ本を銃26クルで;舌勤して動したこと。 ぎたこと. きTここと。 んだ」と。
259 女
37 !日記をつけ続けていること 40 レ:ヤJ~と学校カち士校て'あったという :高校時代に不忠の事 20カと吐を。さりれ嫌たなこ10故でクラスメー トが亡
くなったこと。
260 女 ;!高校の純({I中間とのつきあい) 2 !バレー ポー ル 8!過去の恋愛 lOl友Lこ達あがったいこじとめ
i部活動・スポーツにも績他をの出人すとか釜っが時つ間かはなそいのよ分う
1 l部務神活ものあ厳るしとさ恩でうや。しなってきた 3費:カ量を賞つ。キけ学て守校ぴでこの。テス内勉強。忍尉261 女 1 少なくなるがそれで
に勉強もしようという文武海道。
262 女 38 !好きなことをやる。 9 !とくになし?
263 女 5 !中学時代の友人関係 151友人とのけんか
264 女 2 ;バレー ポー ル 8決恋
265 男 1高とわ。校か(野でらEず野事部い球をた部一とのき度マ)やネめーてジ，ャ1ーカを月す，るどうとし決よ心うしかたもこ 9 !特になし
266 女 28 !高校生のときにした一人旅 3 !受草食(大学) 8 !高3のときの定護
267 男 22 !いろいろな人間と出会い髭響を受けてきた。 5 !様々 な友人との出会い。
268 
269 男 4 !高校で行ったディベー ト活動 7 ;小・中と行った~j道 20j:ig慢て年き性くま的らしにいたい軽。じいめなをが受らけも
270 女
271 男
14ド:ドー からの友人と縁が切れないように努力し続|す 151 中学時代にたくさん人を傷つ 20 1~!、学校時代いじめ 1 !高校でハ三ド 5 !大学でサー ク 121た1人暮らしを始め
てきた lすた にあった 5 ボー ル部l;:入つ 18 ルに入って男
272 女
て仲間ができた 友逮ができた





274 女 17 !，J、さい頃たくさんの本を読んで感動したこと。 15 ~友と達鑓係で何度も悩んだこ 15 i友人とのケンカ
275 7 !ピアノのレッスン 6 !家族とのふれ合い 5 1友達づき合い
276 女 2 !ジョギング 2 ;マラソン 8 i失恋
277 女 1 !中学・高校における部活動 18 !現在のサー クル活動 3 1大学入獄に肉けての受験勉強 156法jの違出キ逢教い師と
278 女 1 !中学・高校での部活動で根性がついた 8 ~恋い愛ろい関ろ係あでる人このと気を持知ちっにたは
7 !公文式 321 夜中悩んで生きることについ
;1¥ドミントン部・ラグ
7 !うたうこと 5 i築高い友校市て人:実関こと係り深を 17げiいてゆのる本しJにに出つ1 ビ-lilのマネー ジャーて考えたこと 等の部活動 会ったこと279、女
221人との出会い
280 女 1 ;部活動 3 ;高校で益にi遭ったこと 5 l友性格達関)係(友達の
281 女 1 !中学・高校と部活動で吹奏楽をやったこと。 111中-学の時!孟，勉強を積張った』と。 9 !特にないです。
282 女 24 !i3分の軍事さを人に見せない。 24 !感情を締える。 15 !集罰無視?
283 女 1 !高校のときの部活が嫌になってやめたこと 21 !浪人したこと
4 !学関祭(中，事1に参加したこと運営委員出し 2 !剣道をずっとやってきたこと
:友だちをたくさん作
261 ホスピスに 3 ~推か薦った入こ試とに受 :国立の中学に入14ろうとがんばってき 4 学したこと物側として) Tここと 通ったこと
284 男
5 1友だちと昼休みに毎日草野球したこと
285 女 40 ;宗教 1 !高校合唱
286 男 141授業や約束など総意をもって真面白にとりくんでぎたこと。 20
1 中こと学と生，のときにいじめられた 51高てあづえ校きたるの綴こと友とき。ににめ信頼ぐり




4 ;高校の文化祭の準備 6 1家族との会話 21 ;浪人生活 3 1受験 121一人暮らし 6 1父綴の単身赴任
289 女
6 1兄のt説百
290 女 4 i学校(中・高)なるだけ休まずに行ったこと 6摘が進外で家を出たこと
291 女 2河川~高3*でやってたバレーポール 27 i議3でのアメリカ留学 3 1勉半強年間くらいの受駿 181サー クル




293 女 7 it弾こ。く最こと近はlま私あにまとりっ弾てけかずなにつらいですが，ピアノを 22ムメイト コーチ教
り重要なことです 続 クラスメイトetc}
294 男 2 1野球 401野球の大会(プレッシ守一) . 
295 男 2 1/]、.中.高とサッカー をしてきた。 301続の撮慰霊
296 女 2 ;陵よ 9 1ない
297 女 1 !高校で吹奏集部に1ま入り.部活に務を出した。 11穣大学篠でオー ケストラには入仏約に活動してきた。 27父1リ2カの才に仕の住事とんきのだi関年。係アでメ 31父入言わ峨りなれさ波たい大。とに 7柑綴音を楽がさせ小じてさはGいl頃1るた体か。験ら
298 女 11部活。(中学・高校) 18 !サー クル活動。 381 自分の好きなことをしてきた。 131筑入波った大こ学とへ。
1 !勉強 5 !友達付き合い 81彼との付き合い
i人に優しく篠し 逮中学に仲校間の時.友
6 1すおばこ工あてちきゃたんことと14 ょことうと心がけた 15 はずれ
299 女
にされたこと
8 !彼と付き合ったこと . 
300 男 1 ;勉強 7 ;音量豊 2 1スポー ツ 5 1友達
301 男 181 サー クル1ご積短的に取り込み，運営の衝にも繍わってきたこと 2325j高を校，他時の代人スにトレもスさがさえひらどれく学て立校ちに直行けったなこくなとった時期




1 i勉強(ずっと) 2 i野球(小学校iこて) 11マネー ジャー (高校 jソフトポー ル
:ジュクに行かず
101祖父の死(去年)1 jc中学の部活) 1 独りで勉強しの部活) Tこ。
305 女
6 L~の野球 6 1母が働いている 6 1父が自宅にいる
306 男 3171: : 毎沼一定時間勉強するように心怒けたこと 12 :jiしさたいこのととき』こ江東区に引越
307 男 1 i部活 3 i受験勉強 : 
308 男 11部活 9 1特にない。
309 女 2 1スポー ツ 111勉強 40 !進学 121上京{上茨1) 8 1告白された 131合格
310 女 3 1受験勉強 1 ;部活 6 1家の手伝い 8 l恋人との付き合い 9 1思いつきません














2 4 感受性がするどい4.9 2 4 経済力があること43 2 4 かしこし、こと46 2 4 音楽を感じること76 女
2 4 教委がある程度ある46 2 4 恋人がいる2 2 4 4尊敬に値する友人がいる男2 
2 3 全てにかんして§分の窓64 見をもっている2 3 自分で決定できる65 女3 
2 3 将来の自分を思い矯く56 2 4 資格を得る80 2 3 他人から肯定される16 女4 
2 3 知性46 2 芸術的才能49 2 3 運動神経47 男5 
2 2 努力62 2 3 結果85 2 3 意欲24 2 3 勉強74 
女6 
2 4 2霊訪85 2 3 能力37 
2 4 本を読む76 2 3 学生組織内で仕事をする78 とー2 3 料理をすること67 女7 
3 思りの友達が自分よりも遊42 んでいるように忽える3 
毎日がいつも同じようなも69 ので2 3 毎Bが忙しい71 男8 
3 Noとさえない55 男9 
2 人とのコミュニケー ション50 が上手くいかないこと3 行動力があまりない24 2 3 
1つのものごとを長く続け80 られた2 4 責任感が強い25 女10 
2 3 明るく考える30 2 2 好みがはっきりしている27 2 4 走っている72 2 3 楽観的である30 
女11 
2 4 60 目標に向かつて努力する2 4 何でも楽しもうとする57 2 3 前向きである30 2 3 くよくよしない30 
2 4 勉強に励む74 2 4 ファッションに気を使う40 2 4 音楽に熱中する75 2 4 スポー ツに書在中する72 男12 
2 3 趣味に没頭する75 3 すぐ緊張する51 2 2 知滋が多い46 男13 
人間性がよいか惑いかと
21 いう 2 4 こだわらないという32 2 4 24 どうでもいいと思うという。3 男14 
2 4 好きなことがある57 2 4 行動的な24 2 4 自由な85 男15 
2 実行委員をやってきた80 3 人見知りしやすい51 2 3 楽器が弾ける75 男16 
2 3 自分にとって確鹿たる信64ε 念がある2 3 努力する才能ならある22 2 3 
人としたしくなるのが得愈.50 である女17 
2 心がせまい(自己中)29 2 3 自分で物事を決断する65 2 3 書道を続けている80 2 きちょう菌31 女-18 
ものを書くというはけ口が
75. ある 2 3 
尊敬する人に認められた
16 ことある2 4 うちこめるものがある57 2 4 75うたうというはけ口がある2 3 
女19 






? 2 2 3 66 自分に対し情定的である2 3 常に好奇心旺盛でいる57 女20 
2 他人に批判される15 3 スポーツが苦手である72 2 3 56 将来教師を目指している男21 
2 3 人と活す10 3 歌う75 3 勉強する74 男22 
2 4 彼女2 2 4 家族8 2 4 友人3 男23 
男24 
総理的に考えることができ
46 る 3 
24 







8 家族 3 2 3 友人 3 2 45 成緩があがる 2 2 75 自分がつけている日記 9 2 
26 女
15 部活で注意，批判される 3 
27 男 22 やるべきことは最後までや
る 2 
61 できなかったことをできる
ようになる 2 51 他者のBを気にする
48 外国人の人を英語で助け
られる 2 48 子どもに好かれる 4 2 24 あまりやる気が出ない 3 
22 途中で嫌になったりしてし 3 
まう
28 女 54 人の綴色をうかがいすぎ 2 




78 イベントを計画したりする 2 2 7 家族ととても伶よしな 4 2 54 肝心なことでい心が許せな
29 女 10 人としゃべる 2 2 87 かんしゃされる 3 2 78 サークルする 2 2 
30 男 85 なにも思い浮かばない 2 85 やっぱり思い浮かばない 2 85どうしても患い浮かばない 2 
31 男 46 物事を多視点から見る 2 2 26 常設をしばしば否定する 2 2 58 やりたくないことばかりやっている 3 
12 格該する 3 2 57 興味のある 2 2 14 人に評価される 3 15 かげロをきわれる 3 
32 男
12 アドバイス等を開く 4 2 
33 男 73 部活している 4 2 22 負けずぎらい 4 2 62 努力する 4 2 24 消極的 3 
34 女 82 ~高校時代に必死に部活を
ゃった 2 
64 人に流されないようにして
いる 2 25 滋実である 3 2 
35 男 21 性格 4 2 39 体格 4 2 48 キャリア 3 
36 男 24何にたいしでぃもやる気がな 23 バイトが長続きしない 4 38 歯の裏に煙草のヤニが付 4 いて多
37 男 74 学問(*寺に専門分野) 3 2 9 コミュニケー ション 3 2 56 将来の職業 3 2 
38 女
39 男
40 男 38 容姿 4 2 37 能力 3 2 21 性格 2 9 人間総係 2 
3 友人がたくさんいる 3 2 2 恋人がいる 3 2 14 自分を萄白いときってくれる人がいる 2 41 絞準カがある 4 2 
41 女 50他人よりコミュニケーシヨン 4 
が得意な 2 26常に物事を深く考えられる 4 2 70 健康である 2 2 
46 他人よりアイディアをたくさ 4 
んもっている 2 
23 自己管理能力に欠ける 4 23やるべきことをこなせない 4 62 全てに全力投琢できない 4 
42 女 彼氏に必要とされる 4 2 6 友人に必要とされる 3 2 14 社会的に器められる 4 2 
81 大学受験の結果 2 48 バイトでの仕事の速さ 38 容姿 3 2 3 友だち 3 2 
43 女一
79 ひとりで海外旅行に行く 2 2 
29 やさしい 2 2 29 人のことを考える 2 2 75 ものづくりをする 2 2 73 部活をする 3 2 
44 女
54 人の意見に左右される 3 22 いやなことがあってもがん 3 ばれる 2 11 人の役に立つことをする 3 2 
72走る(1人で練習している) 4 2 57 化学が好きな 4 2 38 外蛮がよい 2 29 気遣いを心がけている 3 2 
45 男
31 力強くない男らしくない 3 
46 男 80 経験 3 2 14 題りから得た評価 3 2 59 成し遂げたこと 3 2 
47 男 82， 部活でパスケを続けた 3 2 3 学校で友達が出来た 4 2 8 両親・兄弟がいる 3 2 
資料J <向車源>の全回答とカテゴリ値
48 男 3 友だちがいる 4 2 57 趣味がある
22物事を最後までやりとおす 4 2 50; 約束を守る
49 女 64 信念がある 2 2 85 余絡をもっ
86 ほめられる 2 2 29 他人を尊重する
50 男
51 男
57 数学が好きである 4 2 70ι 体が丈夫である
52 男
51 すぐ号|つ込み思案になる 3 1 
53 男 部活の鼠合で好成績を残80 1-I1~/~V"' DÞ'oo~ ~"'JJ~'l"ÞtC. "A 3 2 した 45 テストの点がよかった
2 2 61 成長した 3 2 
4 2 22 妥協しない 2 2 29 人に優しく
2 2 26 反省する 2 2 12 入の意見をきく
3 2 87 感謝される 2 2 
3 2 72 スポーツが得2重である 3 2 51 人見知りをする
2 2 23 時間にルーズなこと 4 1 ひまさえあると，テレビか23 
1¥ソコンをしている
54 女 22 我まん強い 4 2 他人の利益を貴重低叡侵害85 1 c:.....'......，..J~~:~I~t"J)Ç.LX. C 3 2 しない
自分という人間をかくさ十54 ぃ.... 3 2 17 甘えられる
58自分のやりたいことをやる 4 2 11 おせっかいな自分である 3 2 やる気のON.OFFの切り23. ，."， "'~'_~::.__:'..:. .~ v，.，." 3 2 答えができる 23 善寺間にルーズである
55 男
1 El分に大切な人がいる 4 2 自分を大切にしてくれる人16 t::I /J C. """'::.;I........~\".' '1'''-(V...， 4 2 がいる
56 女 12 キ!3l炎された 1 2 51 初対面の人と話せる 2 2 すでにある給の中に入っ50. 7 '-.-~."':::::，':" ，-" ~ 3 1 ていけない









5.8 バイトが楽しい 4 2 気になる人がいる 4 2 52 口数が多い 4 1 41 部活で主将をしていた 4 2 
ありのままの自分の振る58 女 54 .:~ ~:.:=';;::.，=~'.:'/:_~ 3 2 まいで皆が楽しんでくれる
やる気がある，速いと部活
14で他大学や都内で言われ 3 2 40 
る
おしゃれをする 3 2 
将来.希望する大学院に56 ，.J "'. "':=.:.~~'-r".，- 4 2 60 納得する就践をする 4 2 41 社会的に高い霞位につく 4 2 22心配・弱音をはかなくなる 3 2 進学する
59 男
55 El己主張できる 4 2 
60 男 58 今.バイトをしていない 3 2 彼女がいない 4 5 友人とくだらない話 2 2 
61 女 80 高校で公欠以外で18も
実際にそうであってもなく
18 いじめられたわけではない2 85ても，わざと§分が行って 3 休まなかった いるように見せてしまう が仲間はずれにされた
72 野湾をする 2 2 39 背が{迂い 2 56 将来教師をする 4 2 30 マイナス思考をする 4 
62 男
24 消極的な行動をする 4 
63 男 7自分を心配してくれる人が 4 いる←主に身内 2 3 友達がいる 4 2 56 将来像がある 4 2 
64 女 82 部活をしてきた 3 2 5.1 人見知りをする 3 4 よい友遼をもった
65 男 5.8 物理を勉強して楽しい 4 2 8 家族がいる 4 2 3 友達がいる 4 2 
66 男 57 趣味をもっ，それをする 4 2 10 仲のいい人と滋す 4 2 65 優柔不断な 3 
67 男 41 中学校で生徒会長を成し
遂げた 2 
41 高校で副会長をやり校尉
を変えた 2 84' 介護体験した 2 2 86何事でも人から誉められる 2 2 
68 女 56 教員を呂指している 2 22、何事も頑張る自分である 3 2 51 多少人見知りな自分である
3 友人の多い 3 2 7 家族と伶良い 3 2 24 §分の積極的な 3 2 9 人と筏する 3 2 
69 女
33 自分の羽るい 3 2 85 自分がいつも錨い 3 2 26ι 物事を深く考えすぎる 2 
56やりたいことを持っている 3 2 61 自分をよりよくしたいと思つている 2 
29 人をきずつけるようなこと
はしたくない 2 56 将来に希望を持っている 2 2 
ifl 国
資料J <向車源>の全回答とカテゴリ値
I V :n 
20 大切な人をきずつけてしま
うことがある 4大切な友達や家族がいる 3 2 
71 男 68 この世に生まれた 4 56 これまでなんム一とかやってき 8.0 今なんとかやってる 4 
72 男 74 学校に行く 3 2 72 スポーツをする 3 2 79 旅行をする 4 2 
73 男 72 運動する 2 14 勉強する，物事を学ぶ 3 2 33 自分が内肉的である 3 58 学生生活を楽しむこと 2 2 
g 人とふれあう 4 2 11 社会に貢献する 4 2 71 怠分の心を磨く 4 2 74 自分の能力を伸ばす 4 2 
74 男 74 El分の短所を克服する 4 2 8T 感事訴する 4 2 62 がんばる 3 2 50 腐りの人と協t題する 4 2 
79 自然と一体化する 4 2 72 水泳する 4 2 
75 女 17 人に頼られる 4 2 59 うまく物事をこなせた 4 2 56 夢を持っている 2 2 
76 男 46 数学ができない 4 2 彼女がいる 4 2 57 好きなものがある 2 2 
67 早起きする 4 2 67 野英をたくさんたベる 4 2 67 自転車ででかける 4 2 9 後輩や先霊長と後する 4 2 
5 友遣としたしくする 4 2 1 家族と仲がいい 4 2 57 自分がやりたいことを持つている 2 56進みたい進がたくさんある 4 2 
77 女
25 真剣な奮がある 4 2 26 教育について考えてる 4 2 36 よく笑える 4 2 69 生活が楽しい 4 2 
67 お酒がすごく好きな 4 2 50 つきあいがよい 4 2 24 恋愛において積筏的な 4 2 
62 努力ができる 2 2 73 部活動をしている 3 2 22 根性がある 2 2 25 真iiD自である 2 2 
78 女 59努力すればそれなりの結 4 





79 男 74 学問を学んでいる 3 2 43 殺の金で生活している 2 81 浪人した
80 女 84 人と違う体験をしてきた 4 2 56 将来の夢がある 4 2 78 サークルで活動している 2 2 
23 やらなければならないこと
をうまく進める 2 16 人から窓克を混められる 2 2 50 人とうまくつき合える 4 2 17 人から頼りにされる 4 2 
81 女
12 人から栢該される 3 2 45 課題でよい評価を得る 3 2 63. 重大な失敗をする 4 18 誌にも相手にされない 4 
10人と熱く強治す・討議を交わ 2 72 好きスなポことー(ツテ)ニをスすなどの
する
2 11 人の手助けをする(穏該など) 2 7 家族とだんらんする 4 2 
82 男 5 友人と過ごす 4 2 41 仕事などを依頼される 4 2 8.6 ほめられる(人から) 4 2 42 人より能力が劣っていると 3 痛感する
63 失敗した 2 
13 他人に誘われる 3 2 14 ~~.吉で§分の名高ÎJが挙がる 2 45 テストで手ごたえがある 3 2 47 部活でいい童書きができた 2 2 
83 男
19 人に嫌われる 4 38コンプレックスを鎮で克た 2 
84 男 50 人づき合いが苦手な自分
である 56 包標を持っていない 2 57 好きなことが分からない 2 
85 男 53 人を笑わせられる 3 2 31 自己実現を妨げる欠点が 4 8分にある 13 人に必要とされる 3 2 
34 気分度である 3 23 九帳菌でないときは全く遜当に物事をこなしてしまう
31 呂上の人に対する敬愈を
あまり持っていない
11 El下の人をかわいがる 2 2 
86 男
12 人の相談を聞いてあげる 3 2 






間やってきた 4 2 2今の彼氏とつきあっている 2 2 
80 今自分で運動をがんばっ
ている 2 
89 女 84海外に旅をし!こいつてきた 3 2 39 自分の顔が好きな 4 2 24 集中力がまったくない 2 1 何やらいい努たちにほれられてきた 2 
56 夢をもっている 4 2 
90 男
60 理想に近づけるよう.打込
む 2 46社会機造の動きを読める 3 2 






データがある 3 2 1 ヨメサンlごニゲラレタコト 2 
1 前のヨメサン(←最低!!)と
結コンシタコト
8 家族がいる 4 2 2&3 友達彼女がいる 3 2 11 人の役にたつ可能性をもっている 3 2 5，6 将来について決まらない 3 
92 男
11 あまり人の役にたっていな
い 64 はっきりした§分がない 3 
3 友逮がいる 4 2 36 笑える 4 2 67 滑れの日が楽しい 4 2 好きな人がいる 4 2 
93 女
47 持久力がない 4 22 El分で決めたことを続ける 4 2 
94 男
95 男
96 男 22 あきらめない 2 9 30 プラスしこう 2 9 32 さっliりしている 2 9 
72 サッカーをする 4 2 7 家族といる 4 2 77 仕事する 4 2 6 友速に頼られる 4 2 
97 男
74 勉強する 2 40 ß~の 39 顔の
98 男 68 生きる 3 2 40 級装 2 80 歩んできた進 3 2 
47 人並み以上にバスケットが
できる 2 67 料理ができる 2 2 フラれたばっかりな 3 23 生活がルーズな
99 男
52 ロベタな
100 男 73 部活をする 45 テストで良い点を取る 3 2 45 単位がくる 4 2 
101 男 1女性に好きだと告白された 4 2 3 大学での友人が少ない 3 最近女にフラれた 4 
102 男 72 ダンスをする 4 2 81 大学に合格した 3 2 47 足が速い 3 2 
72 ダンスをする 3 2 72 水泳をする 3 2 75 写真をとる 2 79 FMの練習をする 3 2 
. 103 女
7 殺に反発 3 84 研究所見学した 3 2 48 個人課題研究をした 3 2 
104 男 5 友達と話すこと 4 2 
105 男 77 1¥イトしてる 2 74 大学に行ってる 2 44 司Eに乗ってる 2 
106 男 79 子どもと遊ぶ 4 2 79 子どもを指導 3 2 53 人を笑せる 3 2 42 自分より優れた人と話す 3 
46 勉強・研究に対して有能で






29 全ての人に優しく滋実でい 4 
られる 2 24 積極約に行動できる 4 2 38 El分の容姿に満足する 4 2 
108 男 75 楽器を演奏する 4 2 81 この大学にいる 2 2 47 運動がわりと得意な 2 2 27 好き嫌いがはっきりしている 2 
109 男 68 生きている 4 2 24 消極的である 3 56 夢や理想がある 3 2 
110 男 65 決断をする 2 2 74 勉強をする 2 46 新しい知見を得る 2 2 23 普通レベルの生活ができない
資料J <自尊源>の今回答とカテゴリ値







112 男 79 よく外で遊んでいた 4 2 75 t:アノ・ギター ができる 2 2 85 幼少時乱暴だった 3 2 
113 女 72 体を動かす 3 2 7ヰ 勉強する 3 2 55 きいたいことをきう 2 
114 男 83 サッカー をずいっるとつづけて 2 61 向上心がある 4 2 47 スポーツができる 3 2 56将来の岳標が明確にある 3 2 
115 男 76 音楽 4 2 46 計算カ 3 2 72 スポーツ・体力 4 2 
47 テニスをする(獄合とか)→
勝つ 2 86 経かにほめられる 3 2 45 成績がよかった 2 2 8Q 思い通りに出来なかった 4 
116 女
50 うまく人の織に入れなかっ 4 
た 3 友逮がたくさんいる 3 2 
117 男 72: サッカー 4 2 2 彼女 4 2 3 友達 4 2 8 家族 2 2 
118 女 83 テニスをしてきた 3 2 81 受験を乗り込えた 4 2 失恋した 3 2 3 友達がたくさんいる 3 2 
119 男 85 みる 3 2 10 きく 3 2 10 話す 3 2 
120 男 47 ヒットをうつ 2 47 ヱラーをする 47 三振する
121 女 7 親が支えてくれる 3 2 彼が支えてくれる 3 2 81 大学に入学できた 2 2 
122 女 77 1¥イトをしている 2 2 49 芸術的センスがない 2 56将来とても大きな夢がある 3 2 
123 女 41 リーダーをする 3 2 2 恋人がいる 4 2 85 声が大きい 2 50 物事を大1さ|こ言ってしまつ
124 女 75 絵を鎗〈 2 2 9 人と潟わる 3 2 80 資格獄絵を受けて合格する 2 
125 男 56 将来，学校ー のと先生になる 2 72 スポーツする 3 2 60 将来のために勉強する 3 2 
126 女 8 家族の存在 3 2 84 海外での5年間の生活経畿がある 2 78 NPO活動をしている 2 2 
127 男 37 能力 3 2 9 人間関係に関わる 4 2 69も 幸せな 3 2 
128 女 56 教師を§指している 2 2 37 特技をもっている 4 2 61 人を傷つけたことに気づき自分を変えた 2 
129 男
130 男 72 走ること 4 2 72 走ること 4 41 リーダーシッブのない 2 24 消極的な 4 
131 男 72 バドミントンをする 3 2 74 勉強の 3 2 3 友人の 2 2 
132 男 84 スポーツの経験の多い 4 2 84 人生経験の量豊富な 4 2 26 思想が豊かな 4 2 
133 女 14 他人からの評領される 2 2 15 他人から(近い人)の批判 1 される 14客観的な評価結果される 2 
s 友だちと話す 4 2 87 感謝される 3 2 77 はたらく 2 2 56 夢をもつ 4 2 
134 男
74 勉強する 3 2 15 否定される 3 2 
59 自分で一つのことをやり遂
げる 2 4 友人に留まれる 2 2 59 成功する 3 2 63 失敗する 3 
135 男
37 与えられた課題をなかな
かクリアできない 18 1日中メールが来ない 2 
136 女 11 人から信叙されること 3 2 65 優柔不断である 2 9毎臼いろいろな人にであう 2 2 84 留学した経駿がある 3 2 
137 男 14 社会に認められる 3 2 21 粋である 3 2 29 人の立場に立って考える 3 2 
護主主~二自尊漉LfD_金回答とtJ圭ゴ~鐘
80 私が今まで努力してきた 3 2 80 今までに学んだ 2 2 12 他人からの助言 2 2 65 自分で決めた 3 2 
138 女
15 他人からの批判・懇口
139 男 70 タバコをすっている 46 説理的態、考ができない 3 7.8 サークル弱体との関係をきった
140 男 84 一週間iこ6回1¥イトに入っ
た 23 授業をねすごす 2 45 単位をおどす 2 
141 男 22 自分で決めた目様のため
には一切妥協しない 2 
22 全体のために我慢するこ 4 
と 31 ストレスをため込むこと 4 58 部活に尽くすこと 4 2 
両親に大切にされている
81 自分の希望遜りの大学に7 (それが分かる言動をされ 4 2 1 恋人に大切にされている 3 2 6 友人に大切にされている 3 2 2 
たこと。以下問機) 入学した
142 女
60 図書館員(=13分の夢)に 4 
























いる 2 56 具体的なB棟がある 3 2 
144 女 18あいさつをしても返されな 2 
い 4 普の友達から手紙がくる 2 2 4 毅友から連絡がくる 3 2 
75 絵を措く 4 2 75 ピアノを弾く 4 2 51 人前に出ると筏錨に緊張する 52 2きが下手である 2 
145 女
50 あまり積極的に人と交わろ
うとしない 65 優柔不断である 3 
12 友人の穏該にのる・~~をき
く 2 
恋人にほめられる 4 2 s 友だちにほめられる 4 2 7 家族にほめられる 4 2 59 何かを途成する 4 2 
146 女
11 人の役に立つ 3 2 42 他の人と比べてしまう 3 
147 女 6 友達に頼りにされる 4 2 54 人となかなか打ちとけられない 2 恋人がいない 3 
28 公平な見方ができる 4 2 29 他人に共感できる 4 2 60 教養を身につける努力をしている 2 22 甘えがある 3 
148 男
浮気症である 3 22 辛いことから逃げてしまう 4 31 弱虫である 4 
78 サークル活動をしている 4 2 75 芸術が好きであること 4 2 8 家族がある 4 2 3 友達がいる 4 2 
149 女
31 自分本位である 3 
150 女 26 本を読んで考えた 3 2 10 緩や兄弟.友人と話した 4 2 82 高校時代の部活でやってきた 2 
;39 背が;;;い 4 2 72 ダンスをしている 2 2 80 野球をしていた 3 2 46 記憶力がよい 4 2 
'151 男
47 運動神経がよい 4 2 23 E雪践りが多い 2 77飲み屋でバイトをしている 2 2 56 将来の進路の 3 
80 実行委員(サークルの)と 3 
しての仕事をやり終えた 2 
43 親に経済益でたよってい
ない 2 38 スタイJl.-が惑い 3 40τ おしゃれ好き 3 2 
152 女
45 成綾がよくない 4 
153 女 26 生き方を考える 4 2 85 人を見る 4 2 75 主芸術を理解する 3 2 37 仕事をこなす 3 2 
62 努力する 4 2 56 目標がある 4 2 6 友逮のアドバイス 4 2 .21 性格 4 2 
154 女 3 友人の多さ 3 2 75 験密を克る 2 2 59 うまくいく 4 2 66 自尊心がある 4 2 
57 好きなことが3つ以上言え
る 2 
82 高校で体操部だった 3 2 72 現在2左手をやっている 3 2 48 バイク乗りである 3 2 67 家事が好きな 2 2 
155 男
75 洋楽を聞く 2 2 67 コーヒーiここだわる 2 2 74 考古学を勉強している 3 2 65 優柔不断な 3 




158 女 85 自分は還がいい













165 女 43 経策的にも精神的にも8
立した生活をする
3 2 86. 他人にほめられる 3 2 
資料J <自尊頴>の全回答とカテゴリ値
8分の発言に対して他人15 の反応が惑い
友人・家族・恋人から愛さ1 4&6 ~.::. ."'.;';' ...:".::'::::.~~';' 4 2 れていると実感できること
4 2 バスケットボールをしてい72 る 4 印→ 56. 教師になりたい 4 2 17 人から信頼される 4 2 
2 1 
1 2 46 記憶力がいい 2 2 26 よく考える 2 2 
3 2 8 家族がいる 3 2 51 人前でひどく緊張する 3 1 
2 2 75 本をよむ 3 2 26 ~想をする 3 2 5 友達とあそぶ 3 2 
4 2 
3 2 45 学力程度なら伸ばせる 2 2 46 ひらめきがたまにある 2 41 人がついてくる，リーダーシップ 2 
4 22 有意実行を心がけ，またやりとげる 4 2 22 あきらめない 4 2 
58 今やっている仕事が告分
の能力にあう 2 
2 48英認が話せるようになった 2 2 40 いつでも書華やかである 3 2 
4 2 59 何かを達成 4 2 9 題屈の人間の 4 2 9 関わりのある人逮の 4 2 
4 2 9 人と関わっている 4 2 14 局りから評鑓 4 2 
2 46 深い知滋.教養，技術を身につける 2 11 t土会に役立つ活動をする 4 2 1 他者との愛情関係を築く 4 2 












だ仲が良い 2 42 優起感が強いと怒じる 2 2 42 劣等感も強いと怒じる 2 
167 男
24 女性に告白された 2 41サークルの運営をしてきた 3 2 11 ボランティアを継続して続けてきた 2 
83 一つのスポーツを小学生
からしている 2 
1 浮気することが可能な 2 80 今までうまくやってきた 3 2 66 El分を好きでいられる 4 2 
168 女 74 勉強に鎚すること 3 56 将来やりたいことが見つからない 11 潤図の人を大切にする 3 2 
169 女 56 教飾をめざしている 3 2 72 バレーをしている 3 2 34 気分E重である 3 24 めんどくさがり 3 
68 生きている 4 2 68 死んでいない 4 2 26 考える 3 2 67 食べる 2 2 
170 男 67 寝る 2 2 26 悩みがある 3 2 28. 中立である 3 2 3 友人がいる 3 3 
8 家族がいる 3 2 





172 男 64 自分が自分である 3 2 87 他の人に感謝された 3 2 22 失紋や壁を乗りこえる 2 2 32 何事にもとらわれない 3 2 
173 男 67 楽しく飲み会をすること 3 2 80 自分の過去の努力を患い出す 2 75 音楽を楽しむ 3 2 72 スポーツをする 3 2 
72 野E事をする 3 2 74 勉強をする 2 2 恋愛をする 4 2 77 バイトをする 3 2 
174 男
44 事を運転 3 2 40 おしゃれをする 2 2 67 sflを貰う 2 2 
護担~三自尊1重注盟会回答とtl.Iゴ~鐘
175 男 82 高校で柔道を3年間つづ
けた 2 2 彼女ができた 2 2 2-2 負けずぎらいな 2 2 
176 男 68 今生きていること 4 2 80今まで経験した全てのこと 4 4 85 なんとなく 4 2 
177 男 78大日本帝毘ー のと疫畏である 2 
178 男 11 設かの役に立つ 3 2 86 ほめられる 2 2 5.3 笑いをとる 3 2 
179 女 16 人から認められる 4 2 6.4 自分に紫E互に行動する 3 2 84 国総な状況を経験した 4 2 
38 見ため 3 40 服装 2 14 社会的評価・名声 3 37 技術・才能 4 
180 女
24 実行力 4 
181 男
182 女 67 料理ができること 2 47 運動ができない 2 45 比較的良い民主縦である 3 2 3 友逮がいる 4 2 
183 女 87 人に感謝される 2 2 38 不美人 4 2 51 自窓綴過剰な自分 3 
184 女 4 大切にしている友人がいる 2 
7 El分の家族を尊敬してい
る 2 25生きることにまじめである 2 2 
70 虫歯がない 2 70 元気な 4 2 35 人間がすき 4 2 23 ぢいものがすき
185 女 64 自然体 4 2 51 人に対してらくちんでいる 4 2 50 あまり相手に不快を与えない 2 3 友達が多い 4 2 
29 相手を思いやる 3 2 
83 ひとつのスポーツをずっと
やっている 2 57 すきな学問がある 3 2 4 親友がいる 4 2 8 家族がいる 4 2 
186 女
81 大学に入れた 3 2 
2 彼氏 4 2 77 会をかせぐ 3 2 5 友達の穏を開く 4 2 34 たまにとても不安になる 4 
187 女
75 楽器を演奏する 3 2 75 ものづくりをする 3 2 54 集団の中で自分のキャラをだす 2 
188 男 47 運動が得意である 4 2 45 勉強ができる 4 2 2-1 性格がよい 4 2 
189 女 82 高校の部活をやりとげた 3 2 86 人にほめられた 3 2 81 大学に合格した 2 2 23 しめきりが守れない
190 女 23 自制心を持てる 3 2 22 わがままをきわない 2 
3 友人関係の 3 56 将来の 2 80 今までやってきた 2 2 84 今やっている私的な 2 
守91 女
74 大学での勉強・研究の 3 2 82 高校の部活動の 2 





14ると周密から認められてい 3 2 
る
193 女 11 部活動に貰献できた 3 2 4 伶のよい友達がいる 4 2 60 将来の夢にむけて頑張つている 2 
194 男 75 がつきがうまい 4 2 39 かおがみにくL、 4 80 高校をでてない 4 2 
195 女 86 ほめられる 3 2 15 けなされる 2 1，9 きらわれる 3 19 好かれる 3 2 
196 男 58 好きなことをする 4 2 69 ぼーっとする 3 56 続隠する 4 2 
197 男 80 サークルのE式会にかつ 3 2 45 良い単位をとる 2 2 23 しっかり授業に出席する 2 
198 女 64確固たる自分を持っている 3 2 57 ~主きがいを持っている 4 2 81 大学生である 2 
宜主主~二畠草2重注盟主回答と左圭ゴ~撞
199 男 14 他人から訴価される 4 2 17 他人に綴られる 4 2 59 国鍵なことを速成する 4 2 
200 女 77 アルバイト 2 78 サークル 2 2 85 一人暮らし 2 2 
201 男 78 サークルに関する 2 2 n 運動に倒する 4 74 勉強に隠する 4 2 
42 他人を魁えるカを待つ 4 2 78 忠誠を誓えるものを得る 3 2 15 他人に侮辱される 4 2 10 自分より低い人間とおしたり級交をもっ
202 男





204 女 80 中学跨代金般 3 2 80 高校時代全般 3 2 67 大学生活全般
205 男 62 {可かに努力している 4 2 69 生活を楽しんでいる 4 2 16鹿図に箆められると感じる 4 2 
206 男 74 ベんきょうする 2 63 失飲する 3 2 63 ザセツする 3 2 
72 泳ぐ 2 2 22 負Iすず嫌いである 3 2 56 語学の勉強をしたい 4 2 77 バイトをする 2 
207 女
79 旅行する 2 2 
85 少なくともこの設問に疑問 その源は探しでも見つから208 男 64 自分§身である 2 2 2 85ないがその存在の確信を 4 2 を感じつつ答えている もっている
23人並みにしっかりしている 3 2 25 ~任感がある 3 2 29 潤図に呂をくばることができる 2 38 容姿の 2 
209 女










211 女 14 他人から評価される 4 2 45 よい成績をおさめる 3 2 56 理想の自分になる 3 2 
212 女
213 女 65 自分から行動できた 4 2 59 自分で決めた呂標を達成 4 できた 2 47サーブカットがうまくできた 3 2 
214 女 39 色が白い 2 2 81 まあよい大学に入れた 2 2 57 ディズニー リゾー トが妻子きな 2 
215 女 7 親(が自分のことを考えてくれている) 2 3 友達(がいる) 4 2 
7 (親のおもうような)進路(を 3 
すすんできた) 2 8 徳父・祖母の存在 4 2 
216 女 45 勉強仕事などができる 2 2 3 友人伶問がいる 3 2 59 自分一人で何かを達成できる 2 
217 男 75 小説を書く 4 2 77 労働する 2 2 74 学芸撃に勧む 2 2 
218 女 86 ほめられる 3 2 15 批判される 3 2 
219 男 64 自分EHきである 4 2 62 何事にも努力する 4 2 80 自分の経験を信じる 4 2 
自分をしっかりもっている 4 (両1. 86 
人と出会う ほめられる 2 2 15 ひはんされる 2 59 努力がみのる 4 2 
220 女
59 努力がみのらない 4 
221 女 7 家族に支えられている 3 2 33 明るい性格である 3 2 58 やりたいことができる 3 2 
222 女 7 幸せな家庭で官官った 3 2 29 他人の気持ちを考える 3 
75 絵を錨く 2 2 67 おいしいものを食べる 3 2 67 (洋級などの)買い物をする 3 2 恋人と過ごす 2 2 
223 女
40 身なりに気をつかう 3 2 67 掃除をする 2 
資料J <自尊源>の全明答とカテゴリ値
224 女 尊敬している人に認めら16 .，."'.. '-v ;_"";"-，，，，，，~rJ 4 2 れる 55. 自分の窓見をきえた 3 2 11 人に寅献した 2 2 
楽器が弾けるという特技 サークルで重要な役目で 地元のいわゆる進学校を 高校時代の部活で部長で75 ~1XTfJ':rf"_;_;:~"''''T~TJ^ 4 2 41 -，/ ""Y~:-"7:sr::'ø-V<.. w..... 4 2 80 "'~""vv"""'::'~.~.&J!:-r，^c.. 3 2 41 f"Jl^"'JI"'~PI/~g..... ，"W ;.x...... 2 2 
がある ある 卒業した あった
225 男
恋人と見守れた 2 1 
226 男 3 友人がいてくれる 3 2 .6.4 El分の世界を持っている 2 2 26 人と思考が異なる 1 2 
人よりも多くの活動(サーク 2 中.iJjで駅伝を続ft.辛さ 2 78 ル，全代会)をしていること 82 に耐える自信がついた
4何でも相該できる両親が 何でも相談できる友達が4 2 7 1"''-V""，，，:.，-.，.C."'， =^ N 3 2 
いる いる
227 男
45 5e認をはじめとした勉強に 2 50 性格が明るく，維とでも話 2 自信がある がしやすい 47 運動神経がよい 4 2 
マ体が丈夫(小2以来学校を
80 ‘ 2 2 休んでいない)ら
7 家族!こ認められる 4 2 6 友達に必要とされる 4 2 恋人に愛される 4 2 45 良い成績をとる 2 2 
228 女
58 好きな勉強をする 2 2 
229 女
230 男 2 彼女 4 2 73 額l;苦 2 2 部活と勉強を2つやってい85 る 4 2 
友だちが私のきったこと1:16 ....I_--'.::~-:V:::;;:I:;~'-I_ 3 2 75 
同意してくれる 教をうたう 3 2 
友だちゃサークルのため11 '^I_'.J .::.~....~.:.::.vn_v ， 2 2 
に車を出す




1 つけて私のことを全く理解しょ 4 1 
うとしない人が彼氏である
232 男 78 サークル活動をしている 4 2 車を運転できる(持ってい44 ...c.= ." '-:;"".， ~ '-v 2 2 81 る) 大学生である 3 2 
233 男 86 人に褒められる 4 2 15 人になじられる 4 1 18.全くメー )l-(定子メー18 I ':":''-L~'::_. :~~.:.-: 3 1 1レ)が来ないBがある
72 野E事をする 4 2 74 法学を鍛強する 3 2 76 読書をする 1 2 71 忙しい 3 2 
234 男
83 今まで野湾をしてきた 4 2 34 感情のきふくが激しい 2 1 
235 男 72 スポーツをする 2 2 5 いろんな友達と出会った 3 2 71 多忙なB々を送る 3 2 
236 男
26 思考する 4 2 85 忘却する 4 56 B約なしに生きる 4 60 明E査なB的達成のために生きる 2 
237 男
26 死を考える 4 2 22 務める 4 
238 男
239 男 72 野E草する・観る 4 2 10 しゃべる 4 2 13 自分の必要性 4 
240 女 48 芸選考である 3 2 55 何でもズパズパ言う 4 2 54 ウラオモテがある 2 
241 男 56 呂擦がない 3 24 行動力がない 4 30 楽天的である 3 2 
242 男
243 女 2 恋人と付き合う 4 2 41 サークル等で責任ある仕事をーっこなす 2 
集包の規制や他人の要求















に示すD さらに，各項目のヒストグラムを Figure8-1-3 に示す。
性別の本来感得点を比較するため 性(男性・女性)を要因とする l






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 
いつも自分を見失わないでいられる
??
1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 
いつも自分らしくいられる
露。
















































A 2(35)=316.880， p=.OOo， 悉灘/自由=9.054，GFI=.966， AGFI=.945， CFI=.949， 
RMSEA(highest)owest)=. 056( 061，: 050) 




Table 9・1・1本来感との単相関係数絶対値の一覧表 a)b) c) d) 
.60一.69.40ー.49.30~.39 .20ー .291O~.19 相関なし
他者ケア関係対人関係J性
他者依存関係、(ー)
対入信娘感
????
健康維持活動
友人との時間共有
学業
ライフスタ
イノレ
趣味の自i盗
殺しい人との時間現在生活
自分らしくある状況の儲数
自我同一性
優越感
自己感覚
コントローノレ
コミットメント
チャレンジ
ノ、ーディネス
自己形成意
識
私的自己意識
自意識
意志表出スキノレ
まじめさ
芸術的感性
打ち込む活動
将来の呂標
成長への努力
過去の頑張り
白書事源への
随伴.t生
????
恋人とのつながり
社会約な評価
意志表出スキル
対人調和スキノレ
まじめさ
やさしさ
外見
自主事源の
充足，性
知性
芸術的感性
運動能力
打ち込む活動
将来の呂襟
成長への努力
過去の頑張り
充足の認知
???????
悠々の態度
面守士--
ポジティブ感情
ネガティブ感情(ー)
抑うつ(ー)
向上め寵蚕
主観的well-
being 
不安{ー)
人生に対する満足
玖長人心王霊的well-
being 
?????
入金における呂的
積後的な他者関係
無力的認知・思考(ー)
不機嫌・怒り感情(ー)ストレス反
応
身体的反応(ー)
問題焦京支手処
援勃婆誇対
処
由選的対処
a)負の相関関係であった変数には， (一)を記している。
b)変数の性質に従って，カテゴリ化して配置しである。
c)本論文で分析対象とならなかった変数も含めている。
d) “相関なし"には，とくに言及が重要だと考えられる変数のみを報告している。
情緒焦点対処
対処行動
